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『
空
華
集
』
訳
注

―
七
言
絶
句
部
（
二
）
―

（
国
語
教
育
講
座
）

太

田

亨

（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
受
理
）

『
空
華
集
』
は
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
が
残
し
た
作
品
集
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
七
言
絶
句
部
に
所
収
さ
れ
る
作
品

～

番
目
の
訳
注
を
試
み
る
。

6

10

五
山
版
『
空
華
集
』
を
底
本
に
用
い
、
元
禄
九
年
版
『
空
華
集
』
を
校
勘
に
用
い
る
。
押

韻
に
つ
い
て
は
、
平
水
韻
に
従
う
。

寄
善
福
友
竹
堂

善
福
の
友
竹
堂
に
寄
す

ぜ
ん
ふ
く

い
う
ち
く
だ
う

よ

6説
禪
不
必
要
多
徒

禅
を
説
く
に

必

ず
し
も
多
徒
を
要
せ
ず

ぜ
ん

と

か
な
ら

た

と

え
う

妙
舞
寧
將
地
褊
拘

妙
舞

寧
ろ
地
の
褊
を
将
て

拘

ら
ん
や

め
う

ぶ

む
し

ち

へ
ん

も
つ

か
か
は

汾
水
六
人
成
大
器

汾
水

六
人

大
器
と
成
る

ふ
ん
す
い

ろ
く
に
ん

た
い

き

な

醋
酸
元
不
在
葫
蘆

醋
の
酸
き
こ
と
は
元
よ
り
葫
蘆
に
在
ら
ず

そ

す

も
と

こ

ろ

あ

＊
韻
字
は
、
上
平
声
七
虞
「
徒
・
拘
・
芦
」

題
意

善
福
寺
の
竹
堂
□
友
に
送
る
。
「
善
福
」
は
相
模
に
あ
る
海
雲
山
善
福
寺
の
こ
と
。

関
東
十
刹
の
一
つ
。
義
堂
自
身
も
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
に
善
福
寺
の
住
持
と
な
っ
て
お

り
、
序

「
菊
隠
歌
序
」
で
は
、
善
福
寺
に
つ
い
て
、
「
余
乏
し
き
に
海
寺
に
承
く
。
然
れ

25

ば
地
は
僻
に
し
て
以
て
自
ら
娯
し
む
こ
と
無
し
」
と
述
べ
、
僻
地
で
あ
る
た
め
自
ず
と
心
楽

し
む
こ
と
が
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。
竹
堂
□
友
に
つ
い
て
は
、

「
題
友
竹
堂
行
卷
」
詩
に

1

既
出
。

現
代
語
訳

禅
を
説
く
の
に
必
ず
し
も
多
く
の
門
弟
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
極
上

の
舞
を
舞
う
の
に
、
ど
う
し
て
土
地
が
狭
い
こ
と
な
ど
関
係
し
よ
う
か
。
汾
陽
善
昭
の
会
中

の
た
っ
た
の
六
人
は
、
熱
心
な
教
化
に
よ
っ
て
皆
大
人
物
に
な
っ
た
（
よ
う
に
住
持
の
指
導

次
第
で
あ
る
）
。
そ
も
そ
も
、
酢
が
酸
っ
ぱ
い
こ
と
は
、
も
と
よ
り
看
板
は
な
く
て
も
そ
れ

が
分
か
る
も
の
だ
（
す
ぐ
れ
た
住
持
の
下
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
宣
伝
等
し
な
く
て
も
人
は
集

ま
っ
て
く
る
の
だ
）。

語
釈

【
説
禪
】
禅
の
道
を
説
く
。
蘇
軾
「
贈
黄
山
人
」
詩
に
「
説
禪
長
笑
老
浮
圖
」
（
禅
を
説
く

に
長
く
老
浮
図
と
笑
ふ
）
と
あ
る
。

【
不
必
要
多
徒
】
必
ず
し
も
多
く
門
徒
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
不
必
～
」
は
、

「
か
な
ら
ズ
シ
モ
～
セ
ず
」
と
読
み
、
必
ず
し
も
～
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
部
分
否
定
。

「
多
徒
」
は
、
多
く
の
門
弟
。
竹
堂
□
友
の
下
に
参
集
す
る
僧
の
多
寡
に
つ
い
て
言
う
。

【
妙
舞
】
た
え
な
る
舞
い
。
極
め
て
上
手
な
舞
の
手
。
杜
甫
は
「
觀
公
孫
大
娘
弟
子
舞
劍
器

行
」
詩
に
「
妙
舞
此
曲
神
揚
揚
」（
此
の
曲
に
妙
舞
し
て
神
揚
揚
た
り
）
と
詠
む
ほ
か
、「
陪
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王
侍
御
同
登
東
山
最
高
頂
宴
姚
通
泉
晩
攜
酒
泛
江
」
詩
に
も
「
妙
舞
逶
迤
夜
未
休
」
（
妙
舞

は
逶
迤
と
し
て
夜
に
も
未
だ
休
ま
ず
）
と
詠
ん
で
い
る
。

【
寧
將
地
褊
拘
】「
寧
将
～
…
」
は
、「
む
し
ロ
（
な
ん
ゾ
）
～
ヲ
も
つ
テ
…
ン
ヤ
」
と
読
み
、

ど
う
し
て
～
で
（
を
）
…
し
よ
う
か
、
い
や
し
な
い
（
反
語
）
。
類
似
の
表
現
に
、
中
巌
圓

月
の
「
和
答
鈍
夫
快
禪
曾
侍
月
江
於
道
場
其
二
」
に
「
世
事
如
風
馬
、
寧
将
朽
索
調
」
（
世

事
は
風
馬
の
如
く
し
て
、
寧
ろ
朽
索
を
将
て

調

へ
ん
や
）
と
あ
り
、
同
じ
く
中
巌
の
「
答

と
と
の

充
太
虚
其
一
」
に
「
責
己
重
周
軽
待
人
、
寧
将
土
苴
忽
其
身
」
（
己
を
責
む
る
こ
と
重
く
周

ね
く

人
を
待
つ
こ
と
軽
く
す
、
寧
ろ
土
苴
を
将
て
其
の
身
を

忽

か
に
せ
ん
や
）
と
あ
る
。

お
ろ
そ

【
地
褊
】
土
地
が
狭
い
こ
と
。
土
地
の
広
狭
と
舞
の
関
係
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、
黄
庭
堅

「
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
」
詩
に
「
地
褊
未
堪
長
袖
舞
」
（
地
褊
に
し
て
未
だ
長
袖
の
舞
に
堪

へ
ず
）
と
あ
り
、
一
韓
智
翃
の
抄
に
「
地
―
、
注
、
景
帝
ノ
子
タ
チ
ニ
一
マ
イ
舞
テ
、
我
ニ

酒
ク
レ
ヨ
ト
云
ハ
レ
タ
ニ
、
長
沙
王
ハ
我
カ
国
カ
セ
ハ
イ
ト
云
テ
、
ソ
ト
舞
ソ
。
黄
幾
―
モ

此
間
マ
テ
四
會
縣
ノ
小
処
ニ
イ
タ
ホ
ト
ニ
、
長
袖
テ
舞
コ
ト
モ
ナ
イ
ソ
」
と
抄
す
る
。
こ
の

典
拠
と
な
っ
た
『
漢
書
』
巻
五
十
三
「
長
沙
定
王
伝
」
に
は
、
應
劭
注
に
「
景
帝
後
二
年
、

諸
王
來
朝
。
有
詔
更
前
稱
籌
歌
舞
。
定
王
但
張
褏
小
舉
手
。
左
右
笑
其
拙
。
上
怪
問
之
。
對

曰
、
臣
國
小
地
狹
、
不
足
回
旋
」
（
景
帝
の
後
二
年
に
、
諸
王
來
朝
す
。
詔
有
り
て
更
ご
も

前
み
て
稱
籌
し
て
歌
舞
す
。
定
王
但
だ
褏
を
張
り
小
し
く
手
を
挙
ぐ
。
左
右
其
の
拙
な
る
を

そ
で

笑
ふ
。
上
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
。
對
へ
て
曰
は
く
、
臣
の
国
小
に
し
て
地
狭
け
れ
ば
、
回
旋

す
る
に
足
ら
ず
、
と
）
と
あ
り
、
舞
う
こ
と
が
土
地
が
狭
い
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と

あ
る
。
本
詩
の
「
妙
舞
」
は
、
土
地
が
狭
か
ろ
う
と
広
か
ろ
う
と
関
係
が
無
い
。

【
汾
水
六
人
成
大
器
】
汾
陽
善
昭
の
会
中
に
は
大
士
（
仏
語
。
す
ぐ
れ
た
人
）
六
人
が
修
行

中
で
あ
っ
た
が
、
師
の
汾
陽
は
寒
さ
が
厳
し
い
の
で
夜
参
を
中
止
し
た
と
こ
ろ
、
異
形
の
比

丘
に
咎
め
ら
れ
た
こ
と
に
発
憤
し
、
一
偈
を
作
り
、
六
人
を
必
ず
や
大
器
と
成
す
こ
と
を
詠

ん
だ
。
土
地
柄
、
徒
弟
の
多
寡
、
気
候
の
寒
暖
に
関
係
な
く
夜
参
・
徒
弟
の
接
化
に
つ
と
め

た
機
縁
を
述
べ
た
故
事
。『
五
灯
会
元
』
巻
十
一
「
汾
陽
善
昭
禅
師
伝
」
に
、「
師
為
并
汾
苦

寒
、
乃
罷
夜
参
。
有
異
比
丘
振
錫
而
至
、
謂
師
曰
、
會
中
有
大
士
六
人
。
奈
何
不
説
法
。
言

訖
而
去
。
師
密
記
、
以
偈
曰
、
胡
僧
金
錫
光
、
為
法
到
汾
陽
。
六
人
成
大
器
、
勸
請
為
敷
揚
」

（
師

并
汾
の
苦
寒
な
る
が
為
に
、
乃
ち
夜
参
を
罷
む
。
異
比
丘
の
錫
を
振
る
ひ
て
至
る
有

り
、
師
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
會
中
に
大
士
六
人
有
り
。
奈
何
ぞ
説
法
せ
ざ
る
、
と
。
言
ひ
訖

り
て
去
る
。
師

密
に
記
し
、
偈
を
以
て
曰
は
く
、
胡
僧

金
錫
の
光
、
法
が
為
に
汾
陽
に
到

る
。
六
人
を
大
器
と
成
し
、
勸
請
し
て
為
に
敷
揚
せ
し
む
、
と
）
と
あ
る
。

【
醋
酸
元
不
在
葫
蘆
】
酢
が
酸
っ
ぱ
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
看
板
は
な
く
て
も
そ
れ
が
分
か
る
。

「
醋
酸
」
は
、
酢
が
酸
っ
ぱ
い
こ
と
。「
元
不
在
」
は
、
も
と
よ
り
な
い
。「
葫
蘆
」
は
、
ひ

ょ
う
た
ん
。
ふ
く
べ
。
酢
の
店
の
看
板
。
虚
堂
智
愚
の
「
万
寿
寺
後
録
」（
『
虚
堂
和
尚
語
録
』

巻
九
）
に
、
「
僧
云
、
徳
山
小
參
不
答
話
、
有
問
話
者
三
十
棒
。
此
意
如
何
。
師
云
、
醋
酸

何
必
挂
葫
蘆
」
（
僧
云
は
く
、
徳
山
小
参
答
話
せ
ず
、
問
話
の
者
有
ら
ば
三
十
棒
、
と
。
此

意
如
何
、
と
。
師
云
は
く
、
醋
酸
け
れ
ば
何
ぞ
必
ず
し
も
葫
蘆
を
挂
け
ん
、
と
）
と
あ
り
、

酢
が
酸
い
け
れ
ば
看
板
は
か
け
ず
と
も
買
い
に
来
る
こ
と
を
言
う
。
月
江
正
印
の
「
贈
見
西

堂
參
春
雨
菴
頭
老
和
尚
」
（
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
師
弟
部
所
収
）
詩
に
、
「
酒
美
豈
拘

深
巷
陌
、
醋
酸
不
在
大
胡
蘆
」
（
酒
美
き
こ
と
豈
に
深
巷
陌
に
拘
は
ら
ん
や
、
醋
酸
き
こ
と

う
ま

大
胡
蘆
に
在
ら
ず
）
と
あ
る
。
「
醋
」
は
「
酢
」
と
同
字
で
あ
り
、
酒
を
さ
ら
に
発
酵
さ
せ

て
「
酢
」
と
し
た
。「
酢
」
の
店
と
は
、
本
朝
の
酒
屋
の
こ
と
を
指
す
か
。

余
滴

善
福
寺
の
開
山
は
仏
源
派
の
大
川
道
通
（
大
休
正
念
―
大
川
）
で
あ
る
。
善
福
寺
に

関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
鉄
庵
道
生
（
一
二
六
二
～
一
三
三
一
）
は
、
肯
山
聞
悟
（
蘭
渓
道

隆
―
若
訥
宏
弁
―
石
庵
旨
明
―
肯
山
）
が
住
す
る
際
の
山
門
疏
を
製
し
て
い
る
。

義
堂
は
、
貞
治
五
年(

一
三
六
六)

五
月
二
十
二
日
に
、
足
利
基
氏
の
命
に
よ
る
公
帖
を
受

け
、
六
月
一
日
に
善
福
寺
に
入
院
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
衣
鉢
侍
者
は
絶
海
中
津
で
あ
っ
た

（
『
日
工
集
』
）
。
義
堂
は
善
福
寺
に
住
す
る
や
庭
に
菊
を
植
え
て
い
る
（
序

「
菊
隱
歌
序
」
）
。

25

僻
地
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
僧
が
義
堂
に
詩
軸
の
序
を
求
め
て
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
序

「
贈
寳
山
玖
侍
者
歸
常
州
詩
序
」
・
序

「
送
忠
義
天
歸
伊
陽
曹
源
詩
軸
敍
」
）
。
ま
た
、

17

18
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王
侍
御
同
登
東
山
最
高
頂
宴
姚
通
泉
晩
攜
酒
泛
江
」
詩
に
も
「
妙
舞
逶
迤
夜
未
休
」
（
妙
舞

は
逶
迤
と
し
て
夜
に
も
未
だ
休
ま
ず
）
と
詠
ん
で
い
る
。

【
寧
將
地
褊
拘
】「
寧
将
～
…
」
は
、「
む
し
ロ
（
な
ん
ゾ
）
～
ヲ
も
つ
テ
…
ン
ヤ
」
と
読
み
、

ど
う
し
て
～
で
（
を
）
…
し
よ
う
か
、
い
や
し
な
い
（
反
語
）
。
類
似
の
表
現
に
、
中
巌
圓

月
の
「
和
答
鈍
夫
快
禪
曾
侍
月
江
於
道
場
其
二
」
に
「
世
事
如
風
馬
、
寧
将
朽
索
調
」
（
世

事
は
風
馬
の
如
く
し
て
、
寧
ろ
朽
索
を
将
て

調

へ
ん
や
）
と
あ
り
、
同
じ
く
中
巌
の
「
答

と
と
の

充
太
虚
其
一
」
に
「
責
己
重
周
軽
待
人
、
寧
将
土
苴
忽
其
身
」
（
己
を
責
む
る
こ
と
重
く
周

ね
く

人
を
待
つ
こ
と
軽
く
す
、
寧
ろ
土
苴
を
将
て
其
の
身
を

忽

か
に
せ
ん
や
）
と
あ
る
。

お
ろ
そ

【
地
褊
】
土
地
が
狭
い
こ
と
。
土
地
の
広
狭
と
舞
の
関
係
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、
黄
庭
堅

「
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
」
詩
に
「
地
褊
未
堪
長
袖
舞
」
（
地
褊
に
し
て
未
だ
長
袖
の
舞
に
堪

へ
ず
）
と
あ
り
、
一
韓
智
翃
の
抄
に
「
地
―
、
注
、
景
帝
ノ
子
タ
チ
ニ
一
マ
イ
舞
テ
、
我
ニ

酒
ク
レ
ヨ
ト
云
ハ
レ
タ
ニ
、
長
沙
王
ハ
我
カ
国
カ
セ
ハ
イ
ト
云
テ
、
ソ
ト
舞
ソ
。
黄
幾
―
モ

此
間
マ
テ
四
會
縣
ノ
小
処
ニ
イ
タ
ホ
ト
ニ
、
長
袖
テ
舞
コ
ト
モ
ナ
イ
ソ
」
と
抄
す
る
。
こ
の

典
拠
と
な
っ
た
『
漢
書
』
巻
五
十
三
「
長
沙
定
王
伝
」
に
は
、
應
劭
注
に
「
景
帝
後
二
年
、

諸
王
來
朝
。
有
詔
更
前
稱
籌
歌
舞
。
定
王
但
張
褏
小
舉
手
。
左
右
笑
其
拙
。
上
怪
問
之
。
對

曰
、
臣
國
小
地
狹
、
不
足
回
旋
」
（
景
帝
の
後
二
年
に
、
諸
王
來
朝
す
。
詔
有
り
て
更
ご
も

前
み
て
稱
籌
し
て
歌
舞
す
。
定
王
但
だ
褏
を
張
り
小
し
く
手
を
挙
ぐ
。
左
右
其
の
拙
な
る
を

そ
で

笑
ふ
。
上
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
。
對
へ
て
曰
は
く
、
臣
の
国
小
に
し
て
地
狭
け
れ
ば
、
回
旋

す
る
に
足
ら
ず
、
と
）
と
あ
り
、
舞
う
こ
と
が
土
地
が
狭
い
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と

あ
る
。
本
詩
の
「
妙
舞
」
は
、
土
地
が
狭
か
ろ
う
と
広
か
ろ
う
と
関
係
が
無
い
。

【
汾
水
六
人
成
大
器
】
汾
陽
善
昭
の
会
中
に
は
大
士
（
仏
語
。
す
ぐ
れ
た
人
）
六
人
が
修
行

中
で
あ
っ
た
が
、
師
の
汾
陽
は
寒
さ
が
厳
し
い
の
で
夜
参
を
中
止
し
た
と
こ
ろ
、
異
形
の
比

丘
に
咎
め
ら
れ
た
こ
と
に
発
憤
し
、
一
偈
を
作
り
、
六
人
を
必
ず
や
大
器
と
成
す
こ
と
を
詠

ん
だ
。
土
地
柄
、
徒
弟
の
多
寡
、
気
候
の
寒
暖
に
関
係
な
く
夜
参
・
徒
弟
の
接
化
に
つ
と
め

た
機
縁
を
述
べ
た
故
事
。『
五
灯
会
元
』
巻
十
一
「
汾
陽
善
昭
禅
師
伝
」
に
、「
師
為
并
汾
苦

寒
、
乃
罷
夜
参
。
有
異
比
丘
振
錫
而
至
、
謂
師
曰
、
會
中
有
大
士
六
人
。
奈
何
不
説
法
。
言

訖
而
去
。
師
密
記
、
以
偈
曰
、
胡
僧
金
錫
光
、
為
法
到
汾
陽
。
六
人
成
大
器
、
勸
請
為
敷
揚
」

（
師

并
汾
の
苦
寒
な
る
が
為
に
、
乃
ち
夜
参
を
罷
む
。
異
比
丘
の
錫
を
振
る
ひ
て
至
る
有

り
、
師
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
會
中
に
大
士
六
人
有
り
。
奈
何
ぞ
説
法
せ
ざ
る
、
と
。
言
ひ
訖

り
て
去
る
。
師

密
に
記
し
、
偈
を
以
て
曰
は
く
、
胡
僧

金
錫
の
光
、
法
が
為
に
汾
陽
に
到

る
。
六
人
を
大
器
と
成
し
、
勸
請
し
て
為
に
敷
揚
せ
し
む
、
と
）
と
あ
る
。

【
醋
酸
元
不
在
葫
蘆
】
酢
が
酸
っ
ぱ
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
看
板
は
な
く
て
も
そ
れ
が
分
か
る
。

「
醋
酸
」
は
、
酢
が
酸
っ
ぱ
い
こ
と
。「
元
不
在
」
は
、
も
と
よ
り
な
い
。「
葫
蘆
」
は
、
ひ

ょ
う
た
ん
。
ふ
く
べ
。
酢
の
店
の
看
板
。
虚
堂
智
愚
の
「
万
寿
寺
後
録
」（
『
虚
堂
和
尚
語
録
』

巻
九
）
に
、
「
僧
云
、
徳
山
小
參
不
答
話
、
有
問
話
者
三
十
棒
。
此
意
如
何
。
師
云
、
醋
酸

何
必
挂
葫
蘆
」
（
僧
云
は
く
、
徳
山
小
参
答
話
せ
ず
、
問
話
の
者
有
ら
ば
三
十
棒
、
と
。
此

意
如
何
、
と
。
師
云
は
く
、
醋
酸
け
れ
ば
何
ぞ
必
ず
し
も
葫
蘆
を
挂
け
ん
、
と
）
と
あ
り
、

酢
が
酸
い
け
れ
ば
看
板
は
か
け
ず
と
も
買
い
に
来
る
こ
と
を
言
う
。
月
江
正
印
の
「
贈
見
西

堂
參
春
雨
菴
頭
老
和
尚
」
（
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
師
弟
部
所
収
）
詩
に
、
「
酒
美
豈
拘

深
巷
陌
、
醋
酸
不
在
大
胡
蘆
」
（
酒
美
き
こ
と
豈
に
深
巷
陌
に
拘
は
ら
ん
や
、
醋
酸
き
こ
と

う
ま

大
胡
蘆
に
在
ら
ず
）
と
あ
る
。
「
醋
」
は
「
酢
」
と
同
字
で
あ
り
、
酒
を
さ
ら
に
発
酵
さ
せ

て
「
酢
」
と
し
た
。「
酢
」
の
店
と
は
、
本
朝
の
酒
屋
の
こ
と
を
指
す
か
。

余
滴

善
福
寺
の
開
山
は
仏
源
派
の
大
川
道
通
（
大
休
正
念
―
大
川
）
で
あ
る
。
善
福
寺
に

関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
鉄
庵
道
生
（
一
二
六
二
～
一
三
三
一
）
は
、
肯
山
聞
悟
（
蘭
渓
道

隆
―
若
訥
宏
弁
―
石
庵
旨
明
―
肯
山
）
が
住
す
る
際
の
山
門
疏
を
製
し
て
い
る
。

義
堂
は
、
貞
治
五
年(

一
三
六
六)

五
月
二
十
二
日
に
、
足
利
基
氏
の
命
に
よ
る
公
帖
を
受

け
、
六
月
一
日
に
善
福
寺
に
入
院
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
衣
鉢
侍
者
は
絶
海
中
津
で
あ
っ
た

（
『
日
工
集
』
）
。
義
堂
は
善
福
寺
に
住
す
る
や
庭
に
菊
を
植
え
て
い
る
（
序

「
菊
隱
歌
序
」
）
。

25

僻
地
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
僧
が
義
堂
に
詩
軸
の
序
を
求
め
て
訪
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
序

「
贈
寳
山
玖
侍
者
歸
常
州
詩
序
」
・
序

「
送
忠
義
天
歸
伊
陽
曹
源
詩
軸
敍
」
）
。
ま
た
、

17

18

義
堂
は
、
善
福
寺
住
持
を
勤
め
て
い
た
貞
治
五
年
の
冬
に
、
京
都
を
往
来
し
て
い
る
（
七
絶

「
丙
午
冬
蹔
出
海
雲
游
京
師
有
作
」
・
序

「
送
無
盡
用
侍
者
歸
筑
州
省
師
慧
林
寺
稱
如

435
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意
寳
珠
山
」
・
序

「
玉
岡
唱
和
詩
序
」
）
。
翌
六
年
に
な
る
と
、
三
月
十
六
日
に
、
下
總
の
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花
嶋
に
隠
れ
て
い
た
大
杭
慈
船
（
寂
庵
上
昭
―
龍
山
徳
見
―
大
杭
）
と
住
持
職
を
交
代
す
る

こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
は
大
杭
が
龍
山
徳
見
よ
り
法
を
嗣
い
で
お
り
、
義
堂
が
京
都

で
龍
山
よ
り
恩
義
を
受
け
た
こ
と
に
報
い
る
た
め
で
あ
っ
た
（
『
日
工
集
』
）
。

そ
の
後
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
五
月
に
は
玉
崗
蔵
珍
（
虚
谷
希
陵
―
別
伝
妙
胤
―
玉

崗
）
が
善
福
寺
の
住
持
と
な
り
（
『
日
工
集
』
）
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
心
巌
周
己
（
夢

窓
疎
石
―
心
巌
。
？
～
一
三
九
八
）
が
住
し
て
い
る
（
七
絶

「
送
曦
侍
者
省
善
福
心
巖
」

496

・
七
絶

「
次
韻
心
巖
寄
題
善
福
方
丈
」
）。

497

詩
の
構
成
に
目
を
向
け
る
と
、
第
一
句
と
第
三
句
は
、
寺
で
修
行
す
る
人
数
の
多
寡
が
師

の
優
劣
に
関
係
な
い
と
す
る
意
で
連
関
し
て
お
り
、
第
二
句
と
第
四
句
は
、
土
地
が
辺
鄙
で

あ
ろ
う
と
師
が
立
派
で
あ
れ
ば
関
係
な
い
と
す
る
意
で
連
関
し
て
い
る
。
第
二
句
か
ら
第
四

句
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
比
喩
を
用
い
て
、
自
身
の
意
を
託
し
て
詠
じ
て
お
り
（
機

縁
の
法
）、
禅
詩
と
し
て
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

送
察
沙
彌
登
壇
受
戒

察
沙
弥
の
登
壇
受
戒
す
る
を
送
る

さ
つ
し
や

み

と
う
だ
ん
じ
ゆ
か
い

お
く

7臘
高
可
怕
居
人
上

臘
高
く
し
て
人
の
上
に
居
る
こ
と
を
怕
る
べ
し

ら
ふ
た
か

ひ
と

う
へ

を

お
そ

年
少
寧
嫌
受
戒
遲

年
少
く
し
て
寧
ろ
受
戒
の
遅
き
を
嫌
は
ん
や

と
し
わ
か

む
し

じ
ゆ
か
い

お
そ

き
ら

不
見
藥
山
老
尊
宿

見
ず
や

薬
山
の
老
尊

宿

み

や
く
さ
ん

ら
う
そ
ん
し
ゆ
く

一
生
自
肯
做
沙
彌

一

生

自

ら
肯
へ
て
沙
弥
と
做
す
を

い
つ
し
や
う

み
づ
か

あ

し
や

み

な

＊
韻
字
は
、
上
平
声
四
支
「
遲
・
彌
」

題
意

察
沙
弥
が
戒
壇
に
登
っ
て
師
よ
り
仏
戒
を
受
け
る
の
を
送
る
。
「
察
」
は
、
仲
明
□

察
の
こ
と
。
「
沙
彌
」
は
、
出
家
し
て
十
戒
を
受
け
た
男
子
で
、
具
足
戒
を
受
け
て
比
丘
と

な
る
ま
で
の
間
の
者
。『
釋
氏
要
覧
』
上
「
剃
髪
」
に
は
、「
沙
弥
、
此
に
始
め
て
落
髪
し
て

後
の
称
謂
な
り
」
と
あ
る
。
「
登
壇
受
戒
」
は
、
戒
壇
に
登
っ
て
仏
戒
を
受
け
る
意
で
、
正

規
の
手
続
き
に
よ
り
受
戒
し
た
こ
と
を
示
す
。
戒
法
を
受
け
、
こ
れ
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
仏
の
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
戒
法
に
は
、
五
戒
・
十
戒
・
四
十
八
戒
・
二
百
五
十

戒
な
ど
が
あ
り
、曹
洞
宗
は
三
帰
戒
・
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
を
合
し
十
六
条
戒
を
受
け
る
。

「
登
壇
受
戒
」
に
つ
い
て
、
義
堂
は
、
五
律

「
和
皎
然
詩
送
中
竺
道
者
赴
叡
山
受
戒
并
序
」

124

で
、
「
永
和
丙
辰
二
月
、
小
師
中
竺
季
十
三
。
以
道
者
、
自
福
山
、
將
赴
比
叡
山
、
登
壇
受

戒
也
」
（
永
和
丙
辰
二
月
、
小
師
中
竺
は
季
十
三
。
道
者
を
以
て
、
福
山
よ
り
、
將
に
比
叡

山
に
赴
き
、
登
壇
受
戒
せ
ん
と
す
）
と
、
十
三
歳
の
中
竺
道
者
が
戒
壇
に
登
っ
て
仏
の
戒
を

受
け
る
た
め
に
比
叡
山
に
赴
く
こ
と
を
述
べ
、
「
夫
登
壇
受
戒
、
寔
佛
祖
之
權
輿
、
禪
智
之

基
本
也
」
（
夫
れ
登
壇
受
戒
は
、
寔
に
佛
祖
の
權
輿
に
し
て
、
禪
智
の
基
本
な
り
）
と
、
登

壇
受
戒
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

察
沙
弥
は
、
後
に
道
号
「
仲
明
」
を
与
え
ら
れ
る
。
明
の
天
界
寺
に
住
す
る
季
潭
宗
泐
が

八
分
（
篆
書
）
で
揮
毫
し
た
「
仲
明
」
を
至
宝
と
し
、
そ
の
字
説
を
義
堂
に
求
め
て
い
る
（
説

「
仲
明
説
」
）
。
ま
た
、
永
和
元
年
（
乙
卯
・
一
三
七
五
）
、
伊
予
の
宗
昌
寺
に
住
す
る
本

84師
の
月
菴
宗
光
の
も
と
へ
帰
省
す
る
に
際
し
、
若
干
の
禅
僧
が
詩
を
贈
っ
て
お
り
、
十
一
年

後
（
乙
丑
）
に
そ
れ
ら
を
一
軸
に
編
集
し
て
序
を
同
里
の
義
堂
に
求
め
て
い
る
（
序

「
贈

114

察
仲
明
歸
省
本
師
頌
軸
序
」
）。
義
堂
と
里
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仲
明
□
察
の
出

身
が
土
佐
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
か
義
堂
は
、
仲
明
が
母
を
訪
ね
る
に
際
し
、

諸
友
が
詠
ん
だ
送
別
詩
を
選
定
す
る
よ
う
に
叔
衡
覚
権
か
ら
頼
ま
れ
た
時
、
故
郷
か
ら
離
れ

て
四
十
年
、
母
と
二
十
三
年
会
っ
て
い
な
い
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
（
序

「
書
送
仲
明
省
母

115

詩
後
」
）。

現
代
語
訳

具
足
戒
を
受
け
て
法
臘
ば
か
り
を
重
ね
、
徒
ら
に
人
の
上
に
い
る
の
は
恐
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
年
齢
が
若
い
の
に
仏
の
戒
法
を
受
け
る
の
が
遅
く
な
っ
た
と
嫌
が
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る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
全
く
嫌
が
ら
な
く
て
良
い
こ
と
だ
）
。
あ
の
薬
山
惟
儼
の
年
老
い
た

有
徳
の
弟
子
で
あ
る
高
沙
弥
は
、
一
生
自
ら
進
ん
で
沙
弥
の
位
に
甘
ん
じ
た
と
い
う
逸
話
を

ど
う
し
て
見
な
い
の
か
（
是
非
と
も
見
な
さ
い
）。

語
釈

【
臘
高
】
戒
法
を
受
け
て
後
、
修
行
の
年
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
。
「
臘
」
は
法
臘
で
、
具

足
戒
を
受
け
手
か
ら
過
ご
し
た
安
居
の
数
を
い
う
。『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
に
「
百
丈
禪
師
、

ス
テ
ニ
年
老
臘
高
ナ
リ
。
ナ
ホ
普
請
作
務
ノ
ト
コ
ロ
ニ
、
壯
齡
ト
同
勵
力
ス
。
衆
コ
レ
ヲ
イ

タ
ム
。
人
コ
レ
ヲ
ア
ハ
レ
ム
。
師
ヤ
マ
サ
ル
ナ
リ
。
ツ
ヒ
ニ
作
務
ノ
ト
キ
、
作
務
ノ
具
ヲ
カ

ク
シ
テ
、
師
ニ
ア
タ
ヘ
サ
リ
シ
カ
ハ
、
師
ソ
ノ
日
、
一
日
不
食
ナ
リ
。
衆
ノ
作
務
ニ
ク
ハ
ハ

ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
ウ
ラ
ム
ル
意
旨
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
百
丈
ノ
一
日
不
作
、
一
日
不
食
ノ
ア
ト
ト
イ

フ
」
と
あ
り
、
臘
が
積
み
重
な
り
、
人
の
上
に
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
周
り
か
ら
遠
慮
さ
れ

た
り
煙
た
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
可
怕
居
人
上
】
身
を
人
の
上
に
置
く
こ
と
を
お
そ
れ
た
方
が
良
い
。
「
可
怕
」
は
、
お
そ

れ
た
方
が
良
い
。
義
堂
の
七
絶

「
庭
前
櫻
花
未
開
戯
答
友
人
」
詩
に
、
「
可
怕
含
羞
白
晝

115

開
」（
羞
を
含
み
て
白
晝
に
開
く
を
怕
る
べ
し
）
と
あ
る
。「
居
人
上
」
は
、
人
の
上
に
立
つ

こ
と
。

【
寧
嫌
受
戒
遲
】
ど
う
し
て
仏
の
戒
を
受
け
る
こ
と
が
遅
く
な
る
の
を
嫌
が
る
の
か
、
嫌
が

る
こ
と
は
な
い
。「
寧
嫌
～
」
は
、「
む
し
ロ
（
な
ん
ゾ
）
～
を
嫌
は
ん
や
」
と
読
み
、
ど
う

し
て
～
を
嫌
が
る
の
か
、
嫌
が
る
こ
と
は
な
い
（
反
語
）
。
義
堂
の
七
律

「
寄
金
剛
郁
元

388

章
」
詩
に
、「
有
生
可
度
寧
嫌
濁
」（
生
の
度
す
べ
き
有
り
て
寧
ろ
濁
を
嫌
は
ん
や
）
と
あ
る
。

「
受
戒
」
は
仏
門
に
入
り
、
仏
の
戒
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
、『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」
に
は
、

「
西
天
東
地
、
仏
祖
相
伝
シ
キ
タ
レ
ル
ト
コ
ロ
、
カ
ナ
ラ
ス
入
法
ノ
最
初
ニ
受
戒
ア
リ
、
戒

ヲ
ウ
ケ
サ
レ
ハ
、
イ
マ
ダ
諸
仏
ノ
弟
子
ニ
ア
ラ
ス
、
祖
師
ノ
児
孫
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
離
過

防
非
ヲ
参
禅
問
道
ト
セ
ル
ガ
ユ
ヱ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

【
不
見
】
ど
う
し
て
見
な
い
の
か
。「
君
見
ず
や
」「
豈
に
見
ず
や
」
と
同
じ
。
類
似
の
表
現

に
、
杜
甫
「
秋
笛
」
詩
に
、
「
不
見
秋
雲
動
、
悲
風
稍
稍
飛
」
（
見
ず
や

秋
雲
動
き
、
悲
風

稍
稍
に
飛
ぶ
を
）
と
あ
る
。

【
藥
山
老
尊
宿
】「
薬
山
」
は
、
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
～
八
二
八
）
の
こ
と
。「
尊
宿
」
は
、

年
老
い
た
徳
の
高
い
僧
。
こ
こ
で
は
高
沙
弥
を
指
す
。

【
一
生
自
肯
做
沙
彌
】
薬
山
惟
儼
の
弟
子
で
あ
る
高
沙
弥
が
一
生
涯
沙
弥
で
あ
っ
た
こ
と
を

い
う
。『
五
灯
会
元
』
巻
五
「
澧
州
高
沙
彌
伝
」
に
は
、「
山
曰
、
何
處
去
。
師
曰
、
江
陵
受

戒
去
。
山
曰
、
受
戒
圖
甚
麽
。
師
曰
、
圖
免
生
死
。
山
曰
、
有
一
人
、
不
受
戒
、
亦
無
生
死

可
免
。
汝
還
知
否
。
師
曰
、
恁
麽
則
佛
戒
何
用
。
山
曰
、
這
沙
彌
猶
挂
脣
齒
在
。
師
禮
拜
而

退
。
…
（
中
略
）
…
山
曰
、
生
死
事
大
。
何
不
受
戒
去
。
師
曰
、
知
是
般
事
便
休
。
更
喚
甚

麽
作
戒
」
（
山
曰
は
く
、
何
れ
の
処
に
か
去
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
江
陵
に
戒
を
受
け
去
ら

ん
、
と
。
山
曰
は
く
、
戒
を
受
け
て
甚
麽
を
か
図
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
生
死
を
免
る
こ
と

な

に

を
図
る
、
と
。
山
曰
は
く
、
一
人
有
り
、
戒
を
受
け
ず
、
亦
た
生
死
の
免
る
る
べ
き
無
し
。

汝
還
た
知
る
や
否
や
、
と
。
師
曰
は
く
、
恁
麽
な
ら
ば
則
ち
仏
戒
は
何
ぞ
用
ひ
ん
、
と
。
山

曰
は
く
、
這
の
沙
彌
は
猶
ほ
脣
齒
に
挂
く
る
こ
と
在
り
、
と
。
師
礼
拝
し
て
退
く
。
…
（
中

略
）
…
山
曰
は
く
、
生
死
事
大
な
り
。
何
ぞ
戒
を
受
け
て
去
ら
ざ
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
是

の
般
の
事
を
知
ら
ば
便
ち
休
す
。
更
に
甚
麽
を
喚
び
て
戒
と
作
さ
ん
、
と
）
と
あ
り
、
山
・

薬
山
と
の
受
戒
を
め
ぐ
る
問
答
に
お
い
て
、
師
・
高
沙
弥
が
そ
の
意
義
を
見
出
せ
な
か
っ
た

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
道
元
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
受
戒
」
に
、
「
コ
ノ
受
戒
ノ
儀
、
カ
ナ

ラ
ス
佛
祖
正
傳
セ
リ
。
丹
霞
天
然
、
藥
山
ノ
高
沙
彌
等
、
オ
ナ
シ
ク
受
持
シ
キ
タ
レ
リ
。
比

丘
戒
ヲ
ウ
ケ
サ
ル
祖
師
ア
レ
ト
モ
、
此
ノ
佛
祖
正
傳
菩
薩
戒
ヲ
ウ
ケ
サ
ル
祖
師
、
イ
マ
タ
ア

ラ
ス
。
カ
ナ
ラ
ス
受
持
ス
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
、
高
沙
弥
は
比
丘
戒
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
菩

薩
戒
は
受
け
た
と
提
唱
す
る
。「
自
肯
～
」
は
、
み
ず
か
ら
無
理
に
～
す
る
。『
碧
巖
録
』
四

一
則
の
本
則
評
唱
に
、「
言
鋒
若
差
、
郷
關
萬
里
。
直
須
懸
崖
撒
手
、
自
肯
承
當
」（
言
鋒
若

し
差
は
ば
、
郷
関
は
萬
里
な
り
。
直
だ
須
く
懸
崖
よ
り
手
を
撒
し
、
自
ら
肯
て
承
當
す
べ
し
）

た
が

と
あ
る
。
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る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
全
く
嫌
が
ら
な
く
て
良
い
こ
と
だ
）
。
あ
の
薬
山
惟
儼
の
年
老
い
た

有
徳
の
弟
子
で
あ
る
高
沙
弥
は
、
一
生
自
ら
進
ん
で
沙
弥
の
位
に
甘
ん
じ
た
と
い
う
逸
話
を

ど
う
し
て
見
な
い
の
か
（
是
非
と
も
見
な
さ
い
）。

語
釈

【
臘
高
】
戒
法
を
受
け
て
後
、
修
行
の
年
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
。
「
臘
」
は
法
臘
で
、
具

足
戒
を
受
け
手
か
ら
過
ご
し
た
安
居
の
数
を
い
う
。『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
に
「
百
丈
禪
師
、

ス
テ
ニ
年
老
臘
高
ナ
リ
。
ナ
ホ
普
請
作
務
ノ
ト
コ
ロ
ニ
、
壯
齡
ト
同
勵
力
ス
。
衆
コ
レ
ヲ
イ

タ
ム
。
人
コ
レ
ヲ
ア
ハ
レ
ム
。
師
ヤ
マ
サ
ル
ナ
リ
。
ツ
ヒ
ニ
作
務
ノ
ト
キ
、
作
務
ノ
具
ヲ
カ

ク
シ
テ
、
師
ニ
ア
タ
ヘ
サ
リ
シ
カ
ハ
、
師
ソ
ノ
日
、
一
日
不
食
ナ
リ
。
衆
ノ
作
務
ニ
ク
ハ
ハ

ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
ウ
ラ
ム
ル
意
旨
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
百
丈
ノ
一
日
不
作
、
一
日
不
食
ノ
ア
ト
ト
イ

フ
」
と
あ
り
、
臘
が
積
み
重
な
り
、
人
の
上
に
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
周
り
か
ら
遠
慮
さ
れ

た
り
煙
た
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
可
怕
居
人
上
】
身
を
人
の
上
に
置
く
こ
と
を
お
そ
れ
た
方
が
良
い
。
「
可
怕
」
は
、
お
そ

れ
た
方
が
良
い
。
義
堂
の
七
絶

「
庭
前
櫻
花
未
開
戯
答
友
人
」
詩
に
、
「
可
怕
含
羞
白
晝

115

開
」（
羞
を
含
み
て
白
晝
に
開
く
を
怕
る
べ
し
）
と
あ
る
。「
居
人
上
」
は
、
人
の
上
に
立
つ

こ
と
。

【
寧
嫌
受
戒
遲
】
ど
う
し
て
仏
の
戒
を
受
け
る
こ
と
が
遅
く
な
る
の
を
嫌
が
る
の
か
、
嫌
が

る
こ
と
は
な
い
。「
寧
嫌
～
」
は
、「
む
し
ロ
（
な
ん
ゾ
）
～
を
嫌
は
ん
や
」
と
読
み
、
ど
う

し
て
～
を
嫌
が
る
の
か
、
嫌
が
る
こ
と
は
な
い
（
反
語
）
。
義
堂
の
七
律

「
寄
金
剛
郁
元

388

章
」
詩
に
、「
有
生
可
度
寧
嫌
濁
」（
生
の
度
す
べ
き
有
り
て
寧
ろ
濁
を
嫌
は
ん
や
）
と
あ
る
。

「
受
戒
」
は
仏
門
に
入
り
、
仏
の
戒
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
、『
正
法
眼
蔵
』「
受
戒
」
に
は
、

「
西
天
東
地
、
仏
祖
相
伝
シ
キ
タ
レ
ル
ト
コ
ロ
、
カ
ナ
ラ
ス
入
法
ノ
最
初
ニ
受
戒
ア
リ
、
戒

ヲ
ウ
ケ
サ
レ
ハ
、
イ
マ
ダ
諸
仏
ノ
弟
子
ニ
ア
ラ
ス
、
祖
師
ノ
児
孫
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
離
過

防
非
ヲ
参
禅
問
道
ト
セ
ル
ガ
ユ
ヱ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

【
不
見
】
ど
う
し
て
見
な
い
の
か
。「
君
見
ず
や
」「
豈
に
見
ず
や
」
と
同
じ
。
類
似
の
表
現

に
、
杜
甫
「
秋
笛
」
詩
に
、
「
不
見
秋
雲
動
、
悲
風
稍
稍
飛
」
（
見
ず
や

秋
雲
動
き
、
悲
風

稍
稍
に
飛
ぶ
を
）
と
あ
る
。

【
藥
山
老
尊
宿
】「
薬
山
」
は
、
薬
山
惟
儼
（
七
四
五
～
八
二
八
）
の
こ
と
。「
尊
宿
」
は
、

年
老
い
た
徳
の
高
い
僧
。
こ
こ
で
は
高
沙
弥
を
指
す
。

【
一
生
自
肯
做
沙
彌
】
薬
山
惟
儼
の
弟
子
で
あ
る
高
沙
弥
が
一
生
涯
沙
弥
で
あ
っ
た
こ
と
を

い
う
。『
五
灯
会
元
』
巻
五
「
澧
州
高
沙
彌
伝
」
に
は
、「
山
曰
、
何
處
去
。
師
曰
、
江
陵
受

戒
去
。
山
曰
、
受
戒
圖
甚
麽
。
師
曰
、
圖
免
生
死
。
山
曰
、
有
一
人
、
不
受
戒
、
亦
無
生
死

可
免
。
汝
還
知
否
。
師
曰
、
恁
麽
則
佛
戒
何
用
。
山
曰
、
這
沙
彌
猶
挂
脣
齒
在
。
師
禮
拜
而

退
。
…
（
中
略
）
…
山
曰
、
生
死
事
大
。
何
不
受
戒
去
。
師
曰
、
知
是
般
事
便
休
。
更
喚
甚

麽
作
戒
」
（
山
曰
は
く
、
何
れ
の
処
に
か
去
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
江
陵
に
戒
を
受
け
去
ら

ん
、
と
。
山
曰
は
く
、
戒
を
受
け
て
甚
麽
を
か
図
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
生
死
を
免
る
こ
と

な

に

を
図
る
、
と
。
山
曰
は
く
、
一
人
有
り
、
戒
を
受
け
ず
、
亦
た
生
死
の
免
る
る
べ
き
無
し
。

汝
還
た
知
る
や
否
や
、
と
。
師
曰
は
く
、
恁
麽
な
ら
ば
則
ち
仏
戒
は
何
ぞ
用
ひ
ん
、
と
。
山

曰
は
く
、
這
の
沙
彌
は
猶
ほ
脣
齒
に
挂
く
る
こ
と
在
り
、
と
。
師
礼
拝
し
て
退
く
。
…
（
中

略
）
…
山
曰
は
く
、
生
死
事
大
な
り
。
何
ぞ
戒
を
受
け
て
去
ら
ざ
る
、
と
。
師
曰
は
く
、
是

の
般
の
事
を
知
ら
ば
便
ち
休
す
。
更
に
甚
麽
を
喚
び
て
戒
と
作
さ
ん
、
と
）
と
あ
り
、
山
・

薬
山
と
の
受
戒
を
め
ぐ
る
問
答
に
お
い
て
、
師
・
高
沙
弥
が
そ
の
意
義
を
見
出
せ
な
か
っ
た

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
道
元
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
受
戒
」
に
、
「
コ
ノ
受
戒
ノ
儀
、
カ
ナ

ラ
ス
佛
祖
正
傳
セ
リ
。
丹
霞
天
然
、
藥
山
ノ
高
沙
彌
等
、
オ
ナ
シ
ク
受
持
シ
キ
タ
レ
リ
。
比

丘
戒
ヲ
ウ
ケ
サ
ル
祖
師
ア
レ
ト
モ
、
此
ノ
佛
祖
正
傳
菩
薩
戒
ヲ
ウ
ケ
サ
ル
祖
師
、
イ
マ
タ
ア

ラ
ス
。
カ
ナ
ラ
ス
受
持
ス
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
、
高
沙
弥
は
比
丘
戒
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
菩

薩
戒
は
受
け
た
と
提
唱
す
る
。「
自
肯
～
」
は
、
み
ず
か
ら
無
理
に
～
す
る
。『
碧
巖
録
』
四

一
則
の
本
則
評
唱
に
、「
言
鋒
若
差
、
郷
關
萬
里
。
直
須
懸
崖
撒
手
、
自
肯
承
當
」（
言
鋒
若

し
差
は
ば
、
郷
関
は
萬
里
な
り
。
直
だ
須
く
懸
崖
よ
り
手
を
撒
し
、
自
ら
肯
て
承
當
す
べ
し
）

た
が

と
あ
る
。

余
滴

七
絶

「
贈
周
三
頭
陀
受
戒
東
歸
并
序
」
に
よ
れ
ば
、
往
昔
日
本
に
壇
を
置
い
て
受

899

戒
で
き
る
場
所
は
、筑
後
の
観
音
寺
・
大
和
の
東
大
寺
・
下
野
の
薬
師
寺
の
三
カ
所
で
あ
り
、

後
に
薬
師
寺
が
廃
れ
、
延
暦
寺
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
年
僧
が
受
戒
の
た
め
に
当

地
へ
の
遠
路
を
往
来
す
る
の
は
、
相
当
な
辛
苦
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
義
堂
自
身
は
、『
日

工
集
』
に
よ
れ
ば
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
、
十
五
歳
の
時
に
天
台
山
（
比
叡
山
延
暦
寺
）

で
登
壇
受
戒
し
て
い
る
。

仲
明
□
察
の
師
は
、
月
庵
宗
光
で
あ
る
（
南
浦
紹
明
―
大
蟲
全
岑
―
月
庵
―
仲
明
）
。
義

堂
は
、
仲
明
が
伊
予
の
宗
昌
寺
に
住
す
る
月
庵
の
も
と
を
訪
れ
る
の
に
際
し
て
送
別
詩
を
詠

ん
で
い
る
が
、
義
堂
が
夢
窓
派
で
あ
る
の
に
対
し
、
月
庵
は
大
応
派
で
あ
る
。
門
派
を
超
え

た
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
仲
明
は
、
故
郷
の
土
佐
か
ら
伊
予
の
月
庵
の
も
と

を
お
と
ず
れ
、
月
庵
を
本
師
と
し
た
。
そ
の
後
、
月
庵
は
仲
明
を
鎌
倉
の
義
堂
の
も
と
に
預

け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

仲
明
と
交
流
し
た
僧
は
多
い
。
絶
海
仲
津
（
一
三
三
六
～
一
四
〇
五
）
は
、
「
和
察
侍
者

韻
」
（
『
蕉
堅
稿
』
所
収
）
詩
に
「
故
国

帰
り
來
り
て
故
人
少
な
し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
絶

海
は
渡
明
し
、
季
潭
宗
泐
の
も
と
で
学
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
季
潭
揮
毫
「
仲
明
」
を
持
ち

帰
っ
た
の
は
絶
海
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
絶
海
法
嗣
の
鄂
隠
慧
奯
（
一
三
六
六
～
一
四
二

五
）
は
、
「
送
察
侍
者
遊
五
台
歸
補
陀
名
山
」
（
『
南
游
稿
』
）
詩
を
詠
ん
で
お
り
、
仲
明
が

故
郷
土
佐
の
五
台
山
を
訪
れ
た
後
に
阿
波
の
補
陀
寺
に
帰
る
の
を
送
っ
て
い
る
。
惟
忠
通
恕

（
一
三
四
九
～
一
四
二
九
）
は
諸
友
と
と
も
に
、
仲
明
が
故
郷
の
親
を
訪
ね
る
に
際
し
て
「
送

仲
明
察
侍
者
省
親
」
（
『
雲
壑
猿
吟
』
）
詩
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
詩
を
義
堂
が
選
定
し

て
い
る
。

聞
雷
戯
作

雷

を
聞
き
て

戯

れ
に
作
る

か
み
な
り

き

た
は
む

つ
く

8聽
得
春
天
雷
一
聲

聴
き
得
た
り

春

天
の

雷

一
声

き

え

し
ゆ
ん
て
ん

い
か
づ
ち
い
つ
せ
い

知
它
號
令
爲
誰
行

它
の
号
令
誰
が
為
に

行

は
る
る
か
を
知
る

た

が
う
れ
い

た

た
め

お
こ
な

し

相
陽
城
外
泥
溝
裡

相
陽

城

外

泥
溝
の
裡

さ
う
や
う
じ
や
う
ぐ
わ
い

で
い
こ
う

う
ち

驚
起
蝦
蟆
努
眼
睛

驚

起
の
蝦
蟆

眼
睛
を
努
ら
す

き
や
う

き

が

ま

が
ん
せ
い

い
か

＊
韻
字
は
、
下
平
声
八
庚
「
聲
・
行
・
睛
」

題
意

雷
を
聞
い
て
戯
れ
に
作
っ
た
詩
。

現
代
語
訳

春
の
空
に
大
き
な
雷
鳴
一
声
が
我
が
耳
に
響
き
渡
っ
た
。
や
が
て
、
そ
の
雷
様

の
号
令
が
誰
の
た
め
に
行
わ
れ
た
の
か
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
相
陽
・
鎌
倉
の
町
は
ず
れ
の

泥
深
い
溝
の
中
、
驚
き
起
こ
さ
れ
た
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
、
怒
り
で
目
を
見
張
ら
せ
て
い
る
。

ど
ぶ

語
釈

【
聽
得
】
耳
に
入
る
、
聞
こ
え
る
。
西
巌
了
慧
「
送
僧
之
中
川
」（
『
江
湖
風
月
集
』
所
収
）

に
、
「
龍
湫
雲
冷
不
成
眠
、
聽
得
樵
歌
一
曲
全
」
（
龍
湫

雲
冷
た
く
し
て
眠
る
を
成
さ
ず
、

樵
歌
一
曲
を
聴
き
得
て
全
し
）
と
あ
る
。
ま
た
袁
幼
之
「
遊
双
林
寺
」
（
『
中
華
若
木
詩
』
・

『
続
錦
繍
段
』
所
収
）
に
「
林
間
聴
得
僧
相
語
、
未
有
詩
人
不
愛
山
」（
林
間

聴
き
得
た
り

僧
の
相
語
る
に
、
未
だ
詩
人
の
山
を
愛
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ず
と
）
と
あ
る
。

【
春
天
雷
一
聲
】
春
の
空
に
雷
の
一
声
が
鳴
り
響
く
。
元
稹
「
芳
樹
」
詩
に
、
「
春
雷
一
聲

發
、
驚
燕
亦
驚
虵
。
清
池
養
神
蔡
、
已
復
長
蝦
蟆
」（
春
雷

一
声
発
し
、
燕
を
驚
か
し
亦
虵

を
驚
か
す
。
清
池
に
神
蔡
を
養
ひ
、
已
に
復
た
蝦
蟆
を
長
ぜ
し
む
）
と
あ
る
。
春
雷
は
、
三

月
か
ら
五
月
頃
に
か
け
て
、
寒
冷
前
線
の
通
過
時
に
発
生
す
る
。
春
の
到
来
を
伝
え
る
雷
と

も
言
わ
れ
、
雷
鳴
に
驚
い
て
冬
眠
中
の
虫
た
ち
が
目
覚
め
る
と
の
理
由
か
ら
、
「
虫
出
し
の

雷
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
雷
は
、
千
山
栄
「
聞
雷
」
詩
が
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯

芳
集
』
の
「
悟
道
」
部
に
所
収
さ
れ
る
よ
う
に
、
開
悟
の
契
機
と
な
る
場
合
も
存
す
る
。

【
它
號
令
】「
它
」
は
、
あ
の
、
そ
の
。
こ
こ
で
は
義
堂
が
聞
い
た
雷
を
指
す
。「
號
令
」
は
、

呼
び
叫
ん
で
指
令
す
る
、
大
声
で
命
令
す
る
。
雷
は
天
の
号
令
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。『
後

漢
書
』
郎
顗
襄
楷
列
伝
第
二
十
に
、
「
大
人
者
、
與
天
地
合
其
德
、
與
日
月
合
其
明
、
璇
璣
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動
作
、
與
天
相
應
。
靁
者
號
令
、
其
德
生
養
。
號
令
殆
廢
、
當
生
而
殺
、
則
靁
反
作
、
其
時

無
歳
」
（
大
人
な
る
者
は
、
天
地
と
其
の
德
を
合
は
せ
、
日
月
と
其
の
明
を
合
は
す
、
璇
璣

の
動
作
は
、
天
と
相
應
ず
。
靁
な
る
者
は
號
令
に
し
て
、
其
の
德
は
生
養
な
り
。
號
令
殆
ど

廢
し
、
當
に
生
か
す
べ
く
し
て
殺
さ
ば
、
則
ち
靁
反
り
て
作
し
、
其
の
時
歳
無
し
）
と
あ
り
、

雷
は
号
令
で
あ
っ
て
、
そ
の
徳
が
万
物
を
生
育
さ
せ
る
も
、
号
令
が
な
け
れ
ば
、
逆
に
そ
の

年
の
実
り
が
な
い
と
す
る
。
義
堂
は
銘

「
武
州
寳
陀
山
圓
勝
禪
院
新
鑄
鐘
銘
」
に
、
「
維

53

天
號
令
、
雷
以
爲
宣
。
維
佛
演
法
、
鐘
以
爲
先
」
（
維
れ
天
の
号
令
は
、
雷
以
っ
て
宣
を
為

す
。
維
れ
佛
の
演
法
は
、
鐘
以
っ
て
先
と
為
す
）
と
い
う
。

【
爲
誰
行
】
誰
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
の
か
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、
『
碧
巖
録
』
五

則
の
頌
に
「
百
花
春
至
為
誰
開
」（
百
花
春
至
り
て
誰
が
為
に
か
開
く
）
と
あ
る
。

【
相
陽
城
外
】
鎌
倉
の
町
外
れ
。「
相
陽
」
は
、
相
模
の
南
。
鎌
倉
一
帯
を
指
す
。「
城
」
は
、

町
の
こ
と
。
杜
甫
「
春
望
」
詩
の
「
城
春
に
し
て
草
木
深
し
」
の
「
城
」
と
同
意
。
義
堂
は
、

『
日
工
集
』
応
安
三
年
九
月
二
〇
日
の
条
に
、
「
廿
日
、
大
風
俄
作
、
人
畜
驚
散
。
余
急
叫

僧
奴
、
作
防
風
之
計
。
相
陽
城
中
、
鎌
倉
諸
谷
、
無
一
不
破
壊
摧
折
者
、
土
人
壓
死
者
、
往

々
有
焉
」
（
廿
日
、
大
風
俄
か
に
作
り
、
人
畜
驚
き
散
ず
。
余
急
ぎ
て
僧
奴
を
叫
び
、
防
風

の
計
を
作
す
。
相
陽
城
中
、
鎌
倉
の
諸
谷
は
、
一
と
し
て
破
壊
摧
折
せ
ざ
る
者
無
く
、
土
人

の
壓
死
す
る
者
、
往
々
有
り
）
と
言
い
、
鎌
倉
の
町
が
大
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
得
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
序

「
招
魯
山
齊
上
人
詩
敍
」
で
は
、
「
且
夫
相
陽
蓋
古
之
霸

38

國
也
」（
且
つ
夫
れ
相
陽
は
蓋
し
古
の
霸
国
な
り
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

【
泥
溝
裡
】
泥
深
い
溝
の
な
か
。
韓
愈
「
寄
崔
二
十
六
立
之
」
詩
に
、
「
汝
脚
有
索
縻
、
蹈

身
泥
溝
間
」（
汝
が
脚
に
索
縻
有
り
、
身
を
泥
溝
の
間
に
踏
む
）
と
あ
る
。
七
絶

「
逐
蛙
」

452

詩
に
、「
好
去
泥
溝
汚
涜
底
、
年
年
蝌
蚪
長
兒
孫
」（
好
し
泥
溝
汚
涜
の
底
に
去
り
て
、
年
年

蝌
蚪

児
孫
を
長
ぜ
よ
）
と
あ
る
。

【
驚
起
】
驚
き
起
こ
す
。
劉
禹
錫
「
浪
淘
沙
詞
」
（
『
聯
珠
詩
格
』
所
収
）
に
、
「
無
端
陌
上

狂
風
急
、
驚
起
鴛
鴦
出
浪
花
」
（
無
端
の
陌
上

狂
風
急
な
れ
ば
、
驚
起
の
鴛
鴦

浪
花
よ
り

出
づ
）
と
あ
る
。
義
堂
は
、『
五
灯
会
元
』
巻
六
「
澧
州
洛
浦
山
元
安
禪
師
」
に
、「
師
曰
、

天
上
忽
雷
驚
宇
宙
、
井
底
蝦
蟇
不
舉
頭
」（
師
曰
は
く
、
天
上
の
忽
雷
は
宇
宙
を
驚
か
す
も
、

井
底
の
蝦
蟇
は
頭
を
挙
げ
ず
、
と
）
に
拠
り
、
天
上
の
忽
雷
に
も
驚
か
な
い
井
底
の
蝦
蟇
の

よ
う
に
、
師
の
声
が
響
か
な
い
弟
子
を
想
起
し
た
か
。

【
蝦
蟆
】
蝦
蟇
。
ひ
き
が
え
る
。

【
努
眼
睛
】
怒
っ
て
目
を
見
張
る
。『
事
文
類
集
後
集
』
巻
五
十
「
問
蛙
喜
怒
」
に
、「
龍
問

蛙
曰
、
汝
之
喜
怒
何
如
。
曰
、
吾
之
喜
、
則
清
風
明
月
、
一
部
鼓
吹
。
怒
則
先
之
以
努
眼
、

次
之
以
腹
脹
、
然
至
於
脹
過
而
休
」
（
龍
蛙
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
汝
の
喜
怒
は
何
如
、
と
。

曰
は
く
、
吾
の
喜
べ
ば
、
則
ち
清
風
明
月
に
、
一
部
に
鼓
吹
す
。
怒
れ
ば
則
ち
之
に
先
ん
じ

て
以
て
眼
を
努
ら
せ
、
之
に
次
ぎ
て
以
て
腹
脹
ら
す
。
然
し
て
脹
ら
せ
過
ぐ
る
に
至
り
て
休

ふ
く

む
）
と
あ
り
、
蛙
が
怒
っ
た
時
に
目
を
見
張
る
と
す
る
。
『
五
灯
会
元
』
巻
十
六
「
洪
州
法

昌
倚
遇
禪
師
」
に
、「
師
曰
、
恁
麽
則
臨
崖
看
滸
眼
、
特
地
一
場
愁
。
英
曰
、
深
沙
努
眼
睛
」

（
師
曰
は
く
、
恁
麽
な
ら
ば
則
ち
崖
に
臨
み
て
滸
眼
を
看
る
は
、
特
地
一
場
の
愁
な
ら
ん
、

と
。
英
曰
は
く
、
深
沙

眼
睛
を
努
ら
す
、
と
）
と
あ
る
。

い
か

余
滴

春
が
到
来
し
、
万
物
の
生
育
を
促
す
に
あ
た
り
、
そ
の
号
令
と
も
言
え
る
も
の
が
雷

な
の
で
あ
る
。
雷
の
号
令
に
従
っ
て
目
を
覚
ま
し
た
の
は
蛙
で
あ
る
。
起
こ
さ
れ
た
蛙
は
当

然
怒
っ
て
目
を
つ
り
上
げ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
蛙
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
世
間
広
し
と
い
え

ど
も
他
な
ら
ぬ
自
分
（
義
堂
）
だ
け
だ
と
い
う
子
供
っ
ぽ
い
得
意
気
が
窺
わ
れ
る
。「
戯
作
」

と
題
し
た
所
以
で
あ
る
。
義
堂
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
た
作
品
と
い
え
る
。

戯
和
患
眼
答
了
義
田

戯

れ
に
眼
を

患

ふ
に
和
し
て
了
義
田
に
答
ふ

た
は
む

め

わ
づ
ら

わ

れ
う

ぎ

で
ん

こ
た

9見
説
逢
春
患
眩
眸

見
る
な
ら
く

春
に
逢
ひ
て
眩
眸
を

患

ふ
を

み

は
る

あ

げ
ん
ぼ
う

わ
づ
ら

知
君
對
境
懶
擡
頭

知
ん
ぬ

君
が

境

に
対
し
て

頭

を
擡
ぐ
る
に

懶

き
こ
と
を

し

き
み

き
や
う

た
い

か
う
べ

も
た

も
の
う

早
明
色
即
是
空
意

早
に
明
ら
む

色
即
是
空
の
意

つ
と

あ
き

し
き
そ
く

ぜ

く
う

い
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動
作
、
與
天
相
應
。
靁
者
號
令
、
其
德
生
養
。
號
令
殆
廢
、
當
生
而
殺
、
則
靁
反
作
、
其
時

無
歳
」
（
大
人
な
る
者
は
、
天
地
と
其
の
德
を
合
は
せ
、
日
月
と
其
の
明
を
合
は
す
、
璇
璣

の
動
作
は
、
天
と
相
應
ず
。
靁
な
る
者
は
號
令
に
し
て
、
其
の
德
は
生
養
な
り
。
號
令
殆
ど

廢
し
、
當
に
生
か
す
べ
く
し
て
殺
さ
ば
、
則
ち
靁
反
り
て
作
し
、
其
の
時
歳
無
し
）
と
あ
り
、

雷
は
号
令
で
あ
っ
て
、
そ
の
徳
が
万
物
を
生
育
さ
せ
る
も
、
号
令
が
な
け
れ
ば
、
逆
に
そ
の

年
の
実
り
が
な
い
と
す
る
。
義
堂
は
銘

「
武
州
寳
陀
山
圓
勝
禪
院
新
鑄
鐘
銘
」
に
、
「
維

53

天
號
令
、
雷
以
爲
宣
。
維
佛
演
法
、
鐘
以
爲
先
」
（
維
れ
天
の
号
令
は
、
雷
以
っ
て
宣
を
為

す
。
維
れ
佛
の
演
法
は
、
鐘
以
っ
て
先
と
為
す
）
と
い
う
。

【
爲
誰
行
】
誰
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
の
か
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、
『
碧
巖
録
』
五

則
の
頌
に
「
百
花
春
至
為
誰
開
」（
百
花
春
至
り
て
誰
が
為
に
か
開
く
）
と
あ
る
。

【
相
陽
城
外
】
鎌
倉
の
町
外
れ
。「
相
陽
」
は
、
相
模
の
南
。
鎌
倉
一
帯
を
指
す
。「
城
」
は
、

町
の
こ
と
。
杜
甫
「
春
望
」
詩
の
「
城
春
に
し
て
草
木
深
し
」
の
「
城
」
と
同
意
。
義
堂
は
、

『
日
工
集
』
応
安
三
年
九
月
二
〇
日
の
条
に
、
「
廿
日
、
大
風
俄
作
、
人
畜
驚
散
。
余
急
叫

僧
奴
、
作
防
風
之
計
。
相
陽
城
中
、
鎌
倉
諸
谷
、
無
一
不
破
壊
摧
折
者
、
土
人
壓
死
者
、
往

々
有
焉
」
（
廿
日
、
大
風
俄
か
に
作
り
、
人
畜
驚
き
散
ず
。
余
急
ぎ
て
僧
奴
を
叫
び
、
防
風

の
計
を
作
す
。
相
陽
城
中
、
鎌
倉
の
諸
谷
は
、
一
と
し
て
破
壊
摧
折
せ
ざ
る
者
無
く
、
土
人

の
壓
死
す
る
者
、
往
々
有
り
）
と
言
い
、
鎌
倉
の
町
が
大
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
得
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
序

「
招
魯
山
齊
上
人
詩
敍
」
で
は
、
「
且
夫
相
陽
蓋
古
之
霸

38

國
也
」（
且
つ
夫
れ
相
陽
は
蓋
し
古
の
霸
国
な
り
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

【
泥
溝
裡
】
泥
深
い
溝
の
な
か
。
韓
愈
「
寄
崔
二
十
六
立
之
」
詩
に
、
「
汝
脚
有
索
縻
、
蹈

身
泥
溝
間
」（
汝
が
脚
に
索
縻
有
り
、
身
を
泥
溝
の
間
に
踏
む
）
と
あ
る
。
七
絶

「
逐
蛙
」

452

詩
に
、「
好
去
泥
溝
汚
涜
底
、
年
年
蝌
蚪
長
兒
孫
」（
好
し
泥
溝
汚
涜
の
底
に
去
り
て
、
年
年

蝌
蚪

児
孫
を
長
ぜ
よ
）
と
あ
る
。

【
驚
起
】
驚
き
起
こ
す
。
劉
禹
錫
「
浪
淘
沙
詞
」
（
『
聯
珠
詩
格
』
所
収
）
に
、
「
無
端
陌
上

狂
風
急
、
驚
起
鴛
鴦
出
浪
花
」
（
無
端
の
陌
上

狂
風
急
な
れ
ば
、
驚
起
の
鴛
鴦

浪
花
よ
り

出
づ
）
と
あ
る
。
義
堂
は
、『
五
灯
会
元
』
巻
六
「
澧
州
洛
浦
山
元
安
禪
師
」
に
、「
師
曰
、

天
上
忽
雷
驚
宇
宙
、
井
底
蝦
蟇
不
舉
頭
」（
師
曰
は
く
、
天
上
の
忽
雷
は
宇
宙
を
驚
か
す
も
、

井
底
の
蝦
蟇
は
頭
を
挙
げ
ず
、
と
）
に
拠
り
、
天
上
の
忽
雷
に
も
驚
か
な
い
井
底
の
蝦
蟇
の

よ
う
に
、
師
の
声
が
響
か
な
い
弟
子
を
想
起
し
た
か
。

【
蝦
蟆
】
蝦
蟇
。
ひ
き
が
え
る
。

【
努
眼
睛
】
怒
っ
て
目
を
見
張
る
。『
事
文
類
集
後
集
』
巻
五
十
「
問
蛙
喜
怒
」
に
、「
龍
問

蛙
曰
、
汝
之
喜
怒
何
如
。
曰
、
吾
之
喜
、
則
清
風
明
月
、
一
部
鼓
吹
。
怒
則
先
之
以
努
眼
、

次
之
以
腹
脹
、
然
至
於
脹
過
而
休
」
（
龍
蛙
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
汝
の
喜
怒
は
何
如
、
と
。

曰
は
く
、
吾
の
喜
べ
ば
、
則
ち
清
風
明
月
に
、
一
部
に
鼓
吹
す
。
怒
れ
ば
則
ち
之
に
先
ん
じ

て
以
て
眼
を
努
ら
せ
、
之
に
次
ぎ
て
以
て
腹
脹
ら
す
。
然
し
て
脹
ら
せ
過
ぐ
る
に
至
り
て
休

ふ
く

む
）
と
あ
り
、
蛙
が
怒
っ
た
時
に
目
を
見
張
る
と
す
る
。
『
五
灯
会
元
』
巻
十
六
「
洪
州
法

昌
倚
遇
禪
師
」
に
、「
師
曰
、
恁
麽
則
臨
崖
看
滸
眼
、
特
地
一
場
愁
。
英
曰
、
深
沙
努
眼
睛
」

（
師
曰
は
く
、
恁
麽
な
ら
ば
則
ち
崖
に
臨
み
て
滸
眼
を
看
る
は
、
特
地
一
場
の
愁
な
ら
ん
、

と
。
英
曰
は
く
、
深
沙

眼
睛
を
努
ら
す
、
と
）
と
あ
る
。

い
か

余
滴

春
が
到
来
し
、
万
物
の
生
育
を
促
す
に
あ
た
り
、
そ
の
号
令
と
も
言
え
る
も
の
が
雷

な
の
で
あ
る
。
雷
の
号
令
に
従
っ
て
目
を
覚
ま
し
た
の
は
蛙
で
あ
る
。
起
こ
さ
れ
た
蛙
は
当

然
怒
っ
て
目
を
つ
り
上
げ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
蛙
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
世
間
広
し
と
い
え

ど
も
他
な
ら
ぬ
自
分
（
義
堂
）
だ
け
だ
と
い
う
子
供
っ
ぽ
い
得
意
気
が
窺
わ
れ
る
。「
戯
作
」

と
題
し
た
所
以
で
あ
る
。
義
堂
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
た
作
品
と
い
え
る
。

戯
和
患
眼
答
了
義
田

戯

れ
に
眼
を

患

ふ
に
和
し
て
了
義
田
に
答
ふ

た
は
む

め

わ
づ
ら

わ

れ
う

ぎ

で
ん

こ
た

9見
説
逢
春
患
眩
眸

見
る
な
ら
く

春
に
逢
ひ
て
眩
眸
を

患

ふ
を

み

は
る

あ

げ
ん
ぼ
う

わ
づ
ら

知
君
對
境
懶
擡
頭

知
ん
ぬ

君
が

境

に
対
し
て

頭

を
擡
ぐ
る
に

懶

き
こ
と
を

し

き
み

き
や
う

た
い

か
う
べ

も
た

も
の
う

早
明
色
即
是
空
意

早
に
明
ら
む

色
即
是
空
の
意

つ
と

あ
き

し
き
そ
く

ぜ

く
う

い

花
在
霧
中
看
莫
愁

花
は
霧

中

に
在
り
て
看
て
愁
ふ
る
こ
と
莫
し

は
な

む

ち
ゆ
う

あ

み

う
れ

な

＊
韻
字
は
、
下
平
声
十
一
尤
「
眸
・
頭
・
愁
」

題
意

戯
れ
に
目
を
病
ん
だ
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
義
田
□
了
に
答
え
る
。
「
戯
和
」
は
、
ふ

ざ
け
て
合
わ
せ
る
、
の
意
。
相
手
の
詩
韻
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
義
堂
が

「
眼
を
患
っ
た
」
こ
と
に
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
（
張
籍
に
「
患
眼
」
詩
（
『
三
体
詩
』
所
収
）

が
あ
る
が
、
和
韻
し
て
い
な
い
）。

義
堂
は
目
を
病
ん
で
お
り
、
作
品
中
に
し
ば
し
ば
目
の
不
調
を
訴
え
て
い
る
。
詩
題
に
そ

の
こ
と
が
表
れ
て
い
る
作
品
だ
け
で
も
、
七
絶

「
患
眼
次
韻
答
蔭
大
樹
見
問
」
・
七
絶

22

46

「
題
水
月
軒
目
患
二
首
」・
七
絶

「
人
日
患
目
不
赴
詩
筵
戯
作
謝
之
」
が
あ
る
。

111

「
了
義
田
」
は
、
義
田
□
了
。
詳
細
は
不
明
。
『
日
工
集
』
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
十

月
三
日
の
条
に
「
是
の
日
、
余
石
屏
に
在
り
。
義
田
（
□
了
）
・
東
谷
（
□
照
）
諸
公
来
り

話
す
、
話
叢
林
の
弊
に
及
ぶ
。
余
曰
は
く
、
今
時
の
兄
弟

老
宿
に
依
ら
ず
。
是
を
以
て
往

々
節
を
失
ひ
、
器
を
成
さ
ざ
る
者
之
れ
有
り
。
慎
し
む
べ
し
。
且
つ
蓋
し
兵
器
に
て
自
ら
防

ぐ
。
是
れ
乃
ち
自
防
に
非
ず
し
て
、
即
ち
自
ら

賊

ひ
自
ら
傷
る
な
り
。
古
人
兵
有
る
は
是

そ
こ
な

や
ぶ

れ
凶
器
の
戒
、
之
を
思
は
ざ
る
べ
け
ん
や
、
と
」
と
あ
り
、
当
時
の
禅
林
内
に
お
け
る
風
紀

の
乱
れ
に
つ
い
て
話
談
し
て
い
る
。
『
空
華
集
』
に
は
、
七
絶

「
戯
以
京
筆
寄
了
義
田
」

19

・
七
絶

「
甲
辰
上
巳
次
韻
戯
答
了
義
田
二
首
」
・
七
絶

「
連
和
前
韻
三
首
謝
義
田
訪
」

116

118

・
七
絶

「
紀
夢
一
首
奉
戯
義
田
上
人
。
兼
簡
東
谷
無
依
雲
嶽
三
友
」
・
七
絶

「
追
和
大

278

289

喜
和
尚
韻
。
賀
義
田
首
座
住
平
田
精
舍
。
兼
戯
九
峯
三
首
」
・
七
律

「
次
韻
答
義
田
了
藏

148

主
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
本
詩
を
含
め
て

・

・

に
は
詩
題
に
「
戯
」
字
が
詠
ま
れ
て

19

116

278

お
り
、
義
田
が
義
堂
と
親
密
な
仲
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た

よ
り
、
遠
江
の
平

289

田
寺
（
現
静
岡
県
榛
原
郡
）
に
住
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

現
代
語
訳

見
て
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
春
に
な
っ
て
目
を
く
ら
ま
す
病
を
患
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
し
て
知
っ
た
の
は
、
あ
な
た
が
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対
し
て
、
自
分
の
内
奥
に
秘
め

た
も
の
を
考
え
や
思
い
と
し
て
浮
か
べ
る
こ
と
に
も
の
ぐ
さ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ

れ
に
対
し
て
、
私
は
早
く
よ
り
色
即
是
空
の
極
意
を
明
ら
め
て
い
る
の
で
、
眼
を
患
っ
て
霧

の
中
に
舞
い
散
る
花
を
見
て
も
、
思
い
苦
し
む
こ
と
が
な
い
の
だ
よ
。

語
釈

【
見
説
】
見
る
、
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
。
「
み
る
な
ら
く
」
と
読
む
。
李
白
「
送
友
人
入

蜀
」
詩
に
「
見
説
蠶
叢
路
、
崎
嶇
不
易
行
」
（
見
る
な
ら
く
蠶
叢
の
路
、
崎
嶇
と
し
て
行
く

こ
と
易
か
ら
ず
）
と
あ
る
。

【
逢
春
】
春
に
逢
う
。
杜
甫
「
絶
句
漫
興
其
四
」
詩
に
、
「
二
月
已
破
三
月
來
、
漸
老
逢
春

能
幾
回
」（
二
月
已
に
破
れ
て
三
月
來
る
、
漸
老

春
に
逢
ふ
こ
と
能
く
幾
回
ぞ
）
と
あ
る
。

【
患
眩
眸
】

め
を
く
ら
ま
す
病
を
わ
ず
ら
う
。「
眩
」
は
、
く
ら
む
、
目
ま
い
す
る
。「
眸
」

は
、
目
、
ひ
と
み
。
杜
甫
「
龍
門
閣
」
詩
に
「
目
眩
隕
雜
花
、
頭
風
吹
過
雨
」
（
目
眩
み
て

雑
花
隕
ち
、
頭
風
し
て
過
雨
吹
く
）
と
あ
る
。
義
堂
は
、
七
絶

「
鹿
苑
方
丈
窓
前
牡
丹
花

50

戯
次
一
無
二
韻
而
詠
之
」
詩
で
「
何
事
看
花
眩
粉
粧
」（
何
事
ぞ
花
を
看
て
粉
粧
に
眩
ま
ん
）

と
詠
じ
、
七
絶

「
走
筆
題
諸
友
木
假
山
詩
後
」
詩
で
「
病
夫
目
眩
不
堪
攀
」（
病
夫

目
眩

575

み
て
攀
づ
る
に
堪
へ
ず
）
と
詠
じ
、
七
絶

「
因
看
大
般
若
經
値
雪
作
偈
示
衆
曰
」
詩
で
「
山

650

僧
眼
眩
春
來
甚
、
例
作
空
華
一
樣
看
」（
山
僧

眼
眩
み
て
春
來
る
こ
と
甚
し
、
例
へ
て
空
華

一
樣
の
看
と
作
す
）
と
詠
じ
て
い
る
。
目
ま
い
が
し
た
り
、
目
の
前
が
ぼ
ん
や
り
し
て
暗
く

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
序

「
送
實
際
穩
上
人
歸
京
詩
敍
」
や
説

「
天

74

49

麟
説
贈
岸
侍
者
歸
京
南
禪
」
で
は
、
序
や
説
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
、
「
眩
疾
」
を
理
由

に
一
度
そ
の
依
頼
を
断
っ
て
い
る
。

【
對
境
】
あ
ら
ゆ
る
心
識
の
事
物
対
象
に
対
す
る
。『
五
灯
会
元
』
巻
七
「
玄
沙
師
備
禅
師
」

に
は
、「
必
須
對
塵
對
境
、
如
枯
木
寒
灰
、
臨
時
應
用
、
不
失
其
宜
」（
必
ず
須
く
塵
に
對
し

境
に
對
し
、
枯
木
寒
灰
の
如
く
し
、
時
に
臨
ん
で
應
用
し
、
其
の
宜
し
き
を
失
は
ざ
る
べ
し
）

と
あ
る
。

【
懶
擡
頭
】
内
に
秘
め
た
も
の
が
考
え
や
思
い
と
し
て
浮
か
ぶ
こ
と
を
お
こ
た
る
。
「
懶
」
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は
、
お
こ
た
る
、
な
ま
け
る
、
も
の
ぐ
さ
な
さ
ま
。
雪
峰
慧
空
「
送
白
兄
歸
豫
章
」（
『
雪
峯

空
和
尚
外
集
』
）
に
、
「
我
今
懶
説
偈
、
汝
亦
莫
言
別
」
（
我
今
偈
を
説
く
こ
と
に
懶
く
、
汝

も
亦
別
れ
を
言
ふ
莫
か
れ
）
と
あ
る
。「
擡
頭
」
は
、
頭
を
も
た
げ
る
。
隠
れ
て
い
た
こ
と
、

押
さ
え
て
い
た
こ
と
が
、
考
え
や
思
い
に
浮
か
ぶ
さ
ま
。
「
三
玄
三
要
」
に
対
す
る
「
慈
明

頌
」
（
『
人
天
眼
目
』
巻
一
）
に
は
、
「
第
一
要
、
豈
話
聖
賢
妙
。
擬
議
渉
長
途
、
擡
頭
已
顛

倒
」
（
第
一
要
、
豈
に
聖
賢
の
妙
を
話
さ
ん
や
。
擬
議
す
れ
ば
長
途
に
渉
り
、
頭
を
擡
ぐ
れ

ば
已
に
顛
倒
す
）
と
あ
る
。
ま
た
雪
峰
慧
空
「
送
宜
川
」
（
『
雪
峯
空
和
尚
外
集
』
）
に
は
、

「
擡
頭
三
世
才
曉
昏
、
過
眼
千
差
孰
妍
醜
」
（
頭
を
擡
ぐ
れ
ば
三
世
才
か
に
曉
昏
た
ら
ん
、

眼
を
過
ぐ
れ
ば
千
差
孰
か
妍
醜
な
ら
ん
）
と
あ
る
。

【
早
明
】
つ
と
に
明
ら
か
に
す
る
。「
明
」
の
類
似
の
表
現
に
つ
い
て
、『
碧
巖
録
』
九
則
の

本
則
評
唱
に
、
「
不
知
古
人
方
便
門
中
、
為
初
機
後
學
、
未
明
心
地
、
未
見
本
性
、
不
得
已

而
立
箇
方
便
語
句
」（
知
ら
ず

古
人
方
便
門
の
中
、
初
機
後
学
の
、
未
だ
心
地
を
明
ら
め
ず
、

未
だ
本
性
を
見
ざ
る
が
為
に
、
已
む
を
得
ず
し
て
、
箇
の
方
便
の
語
句
を
立
す
る
こ
と
を
）

と
あ
る
。

【
色
即
是
空
意
】
色
と
は
形
あ
る
も
の
、
空
と
は
実
体
の
な
い
こ
と
、
全
て
の
も
の
は
互
い

に
関
係
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
も
の
と
し
て
存
す
る
こ
と
は
何
一
つ
な
い
こ
と
の
意

味
。『
般
若
心
経
』
に
「
色
不
異
空
、
空
不
異
色
。
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」（
色
は
空
に
異

な
ら
ず
、
空
は
色
に
異
な
ら
ず
。
色
は
即
ち
是
れ
空
、
空
は
即
ち
是
れ
色
な
り
）
と
あ
る
。

義
堂
は
、
七
絶

「
鹿
苑
方
丈
窓
前
牡
丹
花
戯
次
一
無
二
韻
而
詠
之
」
で
、
「
色
即
是
空
空

50

即
色
、
憑
將
此
話
問
空
王
」（
色
は
即
ち
是
れ
空

空
は
即
ち
色
、
憑
り
て
此
の
話
を
将
て
空

王
に
問
ふ
）
と
い
う
。

【
花
在
霧
中
看
莫
愁
】
花
が
霧
の
中
に
あ
る
の
を
見
る
と
し
て
も
愁
う
こ
と
は
な
い
。
「
花

在
霧
中
看
」
は
、
杜
甫
「
小
寒
食
舟
中
作
」
詩
に
「
春
水
船
如
天
上
坐
、
老
年
花
似
霧
中
看
」

（
春
水

船
は
天
上
に
坐
す
る
が
如
く
、
老
年

花
は
霧
中
に
看
る
に
似
た
り
）
と
あ
り
、
老

い
た
杜
甫
の
目
に
花
が
霧
の
中
で
散
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
想
起
し
て
い
る
。「
莫

愁
」
は
、
苦
し
む
こ
と
が
な
く
な
る
。
実
際
に
存
在
し
な
い
は
ず
の
花
が
あ
た
か
も
花
と
し

て
み
え
る
の
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
人
が
実
在
し
な
い
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
の
と
同
じ
で

あ
る
。
本
来
は
現
象
世
界
の
す
べ
て
の
事
象
が
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
を
義
田
□
了
に
う
な
が
し
て
い
る
。

余
滴

結
句
に
見
え
る
「
霧
中
の
花
」
は
、
本
来
見
え
な
い
花
が
見
え
る
こ
と
を
言
い
、「
空

華
」
に
通
じ
る
。
中
巌
圓
月
は
『
空
華
集
』
の
序
に
、
「
己
が
能
く
す
る
所
の
功
を
以
て
、

自
ら
伐
る
こ
と
を
為
さ
ざ
る
な
り
。
惟
に
自
ら
伐
ら
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
之
を
視
れ
ば
、
空

華
の
病
目
に
翳
む
が
如
し
。
故
に
乃
の
集
に
目
し
て
空
華
と
曰
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
義
堂

は
、
自
分
の
功
で
あ
る
作
品
を
誇
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
自
己
の
作
品
が
あ
た
か
も
空
中
の

花
が
病
の
目
に
か
す
む
が
ご
と
き
存
在
で
、本
来
は
無
い
も
の
だ
と
謙
遜
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

『
空
華
集
』
と
名
付
け
た
と
す
る
。
義
堂
が
目
を
患
っ
た
こ
と
で
見
え
る
空
中
の
花
は
、
自

身
の
存
在
・
作
品
の
価
値
を
も
表
し
う
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

寺
田
透
氏
は
『
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
』
（
筑
摩
書
房
・
日
本
詩
人
選

）
で
、
本
詩
に

24

つ
い
て
「
眼
病
の
症
状
の
一
つ
を
手
が
か
り
と
し
て
大
悟
を
説
き
、
同
学
の
僧
の
未
悟
を
か

ら
か
ふ
こ
の
七
言
絶
句
に
現
れ
た
調
子
は
、
厳
し
く
見
れ
ば
禅
の
日
常
性
へ
の
頽
落
を
感
じ

さ
せ
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に
好
ま
し
く
な
い
」
と
評
す
る
。
当
時
期
の
詩
風
か
ら
の
判
断
・

評
価
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
田
と
い
う
親
し
い
間
柄
の
僧
に
、
自
己
の

「
患
眼
」
の
体
験
を
利
用
し
て
得
悟
の
こ
と
を
「
戯
れ
」
に
説
示
す
る
こ
と
に
、
筆
者
と
し

て
は
、
義
堂
の
義
田
に
対
す
る
特
別
の
思
い
入
れ
、
親
愛
の
情
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

詠
湯
瓶

湯
瓶
を
詠
ず

た
う
び
ん

え
い

10滿
腹
清
冷
俗
不
宜

腹
を
清
冷
に
満
た
す
は
俗
に
宜
な
ら
ず

は
ら

せ
い
れ
い

み

ぞ
く

む
べ

供
僧
煮
茗
好
提
持

僧
に
茗
を
煮
る
を

供

す
る
に
提
持
す
る
こ
と
好
し

そ
う

め
い

に

き
よ
う

て
い

ぢ

よ

雖
然
火
底
甘
煩
惱

然
り
と

雖

も

火
底

煩
惱
に
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ず

し
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へ
ど
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い
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は
、
お
こ
た
る
、
な
ま
け
る
、
も
の
ぐ
さ
な
さ
ま
。
雪
峰
慧
空
「
送
白
兄
歸
豫
章
」（
『
雪
峯

空
和
尚
外
集
』
）
に
、
「
我
今
懶
説
偈
、
汝
亦
莫
言
別
」
（
我
今
偈
を
説
く
こ
と
に
懶
く
、
汝

も
亦
別
れ
を
言
ふ
莫
か
れ
）
と
あ
る
。「
擡
頭
」
は
、
頭
を
も
た
げ
る
。
隠
れ
て
い
た
こ
と
、

押
さ
え
て
い
た
こ
と
が
、
考
え
や
思
い
に
浮
か
ぶ
さ
ま
。
「
三
玄
三
要
」
に
対
す
る
「
慈
明

頌
」
（
『
人
天
眼
目
』
巻
一
）
に
は
、
「
第
一
要
、
豈
話
聖
賢
妙
。
擬
議
渉
長
途
、
擡
頭
已
顛

倒
」
（
第
一
要
、
豈
に
聖
賢
の
妙
を
話
さ
ん
や
。
擬
議
す
れ
ば
長
途
に
渉
り
、
頭
を
擡
ぐ
れ

ば
已
に
顛
倒
す
）
と
あ
る
。
ま
た
雪
峰
慧
空
「
送
宜
川
」
（
『
雪
峯
空
和
尚
外
集
』
）
に
は
、

「
擡
頭
三
世
才
曉
昏
、
過
眼
千
差
孰
妍
醜
」
（
頭
を
擡
ぐ
れ
ば
三
世
才
か
に
曉
昏
た
ら
ん
、

眼
を
過
ぐ
れ
ば
千
差
孰
か
妍
醜
な
ら
ん
）
と
あ
る
。

【
早
明
】
つ
と
に
明
ら
か
に
す
る
。「
明
」
の
類
似
の
表
現
に
つ
い
て
、『
碧
巖
録
』
九
則
の

本
則
評
唱
に
、
「
不
知
古
人
方
便
門
中
、
為
初
機
後
學
、
未
明
心
地
、
未
見
本
性
、
不
得
已

而
立
箇
方
便
語
句
」（
知
ら
ず

古
人
方
便
門
の
中
、
初
機
後
学
の
、
未
だ
心
地
を
明
ら
め
ず
、

未
だ
本
性
を
見
ざ
る
が
為
に
、
已
む
を
得
ず
し
て
、
箇
の
方
便
の
語
句
を
立
す
る
こ
と
を
）

と
あ
る
。

【
色
即
是
空
意
】
色
と
は
形
あ
る
も
の
、
空
と
は
実
体
の
な
い
こ
と
、
全
て
の
も
の
は
互
い

に
関
係
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
も
の
と
し
て
存
す
る
こ
と
は
何
一
つ
な
い
こ
と
の
意

味
。『
般
若
心
経
』
に
「
色
不
異
空
、
空
不
異
色
。
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」（
色
は
空
に
異

な
ら
ず
、
空
は
色
に
異
な
ら
ず
。
色
は
即
ち
是
れ
空
、
空
は
即
ち
是
れ
色
な
り
）
と
あ
る
。

義
堂
は
、
七
絶

「
鹿
苑
方
丈
窓
前
牡
丹
花
戯
次
一
無
二
韻
而
詠
之
」
で
、
「
色
即
是
空
空
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即
色
、
憑
將
此
話
問
空
王
」（
色
は
即
ち
是
れ
空

空
は
即
ち
色
、
憑
り
て
此
の
話
を
将
て
空

王
に
問
ふ
）
と
い
う
。

【
花
在
霧
中
看
莫
愁
】
花
が
霧
の
中
に
あ
る
の
を
見
る
と
し
て
も
愁
う
こ
と
は
な
い
。
「
花

在
霧
中
看
」
は
、
杜
甫
「
小
寒
食
舟
中
作
」
詩
に
「
春
水
船
如
天
上
坐
、
老
年
花
似
霧
中
看
」

（
春
水

船
は
天
上
に
坐
す
る
が
如
く
、
老
年

花
は
霧
中
に
看
る
に
似
た
り
）
と
あ
り
、
老

い
た
杜
甫
の
目
に
花
が
霧
の
中
で
散
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
想
起
し
て
い
る
。「
莫

愁
」
は
、
苦
し
む
こ
と
が
な
く
な
る
。
実
際
に
存
在
し
な
い
は
ず
の
花
が
あ
た
か
も
花
と
し

て
み
え
る
の
は
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
人
が
実
在
し
な
い
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
の
と
同
じ
で

あ
る
。
本
来
は
現
象
世
界
の
す
べ
て
の
事
象
が
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ

と
を
義
田
□
了
に
う
な
が
し
て
い
る
。

余
滴

結
句
に
見
え
る
「
霧
中
の
花
」
は
、
本
来
見
え
な
い
花
が
見
え
る
こ
と
を
言
い
、「
空

華
」
に
通
じ
る
。
中
巌
圓
月
は
『
空
華
集
』
の
序
に
、
「
己
が
能
く
す
る
所
の
功
を
以
て
、

自
ら
伐
る
こ
と
を
為
さ
ざ
る
な
り
。
惟
に
自
ら
伐
ら
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
之
を
視
れ
ば
、
空

華
の
病
目
に
翳
む
が
如
し
。
故
に
乃
の
集
に
目
し
て
空
華
と
曰
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
義
堂

は
、
自
分
の
功
で
あ
る
作
品
を
誇
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
自
己
の
作
品
が
あ
た
か
も
空
中
の

花
が
病
の
目
に
か
す
む
が
ご
と
き
存
在
で
、本
来
は
無
い
も
の
だ
と
謙
遜
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

『
空
華
集
』
と
名
付
け
た
と
す
る
。
義
堂
が
目
を
患
っ
た
こ
と
で
見
え
る
空
中
の
花
は
、
自

身
の
存
在
・
作
品
の
価
値
を
も
表
し
う
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

寺
田
透
氏
は
『
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
』
（
筑
摩
書
房
・
日
本
詩
人
選

）
で
、
本
詩
に
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つ
い
て
「
眼
病
の
症
状
の
一
つ
を
手
が
か
り
と
し
て
大
悟
を
説
き
、
同
学
の
僧
の
未
悟
を
か

ら
か
ふ
こ
の
七
言
絶
句
に
現
れ
た
調
子
は
、
厳
し
く
見
れ
ば
禅
の
日
常
性
へ
の
頽
落
を
感
じ

さ
せ
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に
好
ま
し
く
な
い
」
と
評
す
る
。
当
時
期
の
詩
風
か
ら
の
判
断
・

評
価
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
田
と
い
う
親
し
い
間
柄
の
僧
に
、
自
己
の

「
患
眼
」
の
体
験
を
利
用
し
て
得
悟
の
こ
と
を
「
戯
れ
」
に
説
示
す
る
こ
と
に
、
筆
者
と
し

て
は
、
義
堂
の
義
田
に
対
す
る
特
別
の
思
い
入
れ
、
親
愛
の
情
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

詠
湯
瓶

湯
瓶
を
詠
ず

た
う
び
ん

え
い
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冷
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を
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は
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ず
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せ
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れ
い
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く
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べ

供
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煮
茗
好
提
持

僧
に
茗
を
煮
る
を

供

す
る
に
提
持
す
る
こ
と
好
し

そ
う

め
い

に

き
よ
う

て
い

ぢ

よ

雖
然
火
底
甘
煩
惱

然
り
と

雖

も

火
底

煩
惱
に
甘
ん
ず

し
か

い
へ
ど

く
わ
て
い

ぼ
ん
な
う

あ
ま

也
勝
危
身
在
井
湄

也
た
身
を

危

く
し
て
井
の
湄
り
に
在
る
に
勝
れ
り

ま

み

あ
や
ふ

ゐ

ほ
と

あ

ま
さ

＊
韻
字
は
、
上
平
声
四
支
「
宜
・
持
・
湄
」

題
意

お
湯
を
沸
か
す
瓶
に
つ
い
て
詠
ん
だ
詩
。
茶
の
文
化
が
広
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
湯

を
沸
か
す
た
め
の｢
湯
瓶｣

は
重
宝
さ
れ
た
。

現
代
語
訳

お
腹
を
清
冷
の
水
で
満
た
す
こ
と
は
、
俗
世
間
で
は
良
く
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

な
か

い
る
。
そ
こ
で
僧
に
茶
を
煎
じ
て
す
す
め
る
の
だ
が
、
自
分
（
瓶
）
は
持
ち
運
び
に
は
も
っ

て
こ
い
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
底
は
お
い
し
い
茶
を
飲
み
た
い
と
い
う
欲
望
の
炎
に
我

慢
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
あ
そ
れ
で
も
身
を
危
険
に
さ
ら
し
て
井
戸
の
ほ
と
り
に
置
か
れ
る

よ
り
は
ま
し
で
あ
る
。

語
釈

【
滿
腹
清
冷
】
腹
を
水
で
満
た
す
こ
と
。
「
満
腹
」
は
、
腹
を
満
た
す
。
杜
甫
「
写
懐
二
首

其
一
」
詩
に
、「
古
者
三
皇
前
、
満
腹
志
願
畢
」（
古
者
三
皇
の
前
、
腹
を
満
た
せ
ば
志
願
畢

い
に
し
へ

る
）
と
あ
る
。
「
清
冷
」
は
、
清
ら
か
に
透
き
と
お
っ
て
い
る
水
。
介
石
智
朋
禪
師
「
惠
山

煎
茶
」
（
『
江
湖
風
月
集
』
所
収
）
詩
に
、
「
瓦
瓶
破
曉
汲
清
冷
、
石
鼎
移
來
壞
砌
烹
」
（
瓦

瓶

曉
を
破
り
て
清
冷
を
汲
み
、
石
鼎

移
し
來
り
て
壊
砌
に
烹
る
）
と
あ
り
、
新
編
江
湖
風

月
略
註
抄
に
「
未
タ
暁
ナ
ラ
ヌ
先
ニ
清
冷
ヲ
汲
ム
ソ
。
水
ハ
宵
イ
ト
又
夜
暁
テ
ト
ハ
悪
ヒ
ホ

ト
ニ
、
暁
ナ
ラ
ヌ
ニ
汲
ム
也
」
と
あ
る
。

【
俗
不
宜
】
世
間
一
般
に
宜
し
く
な
い
。「
俗
」
は
、
世
の
中
、
つ
ね
。「
宜
」
は
、
よ
ろ
し

い
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。
韓
愈
「
海
水
」
詩
に
、
「
風
波
亦
常
事
、
鱗
魚
自
不
宜
」
（
風
波

亦
た
常
事
、
鱗
魚

自
ら
宜
な
ら
ず
）
と
あ
る
。

【
供
僧
煮
茗
】
僧
に
煎
茶
を
す
す
め
る
。「
供
」
は
、
さ
さ
げ
る
、
す
す
め
る
。「
煮
茗
」
は
、

茶
を
煎
じ
る
、
煎
茶
。
黄
庭
堅
「
常
父
答
詩
、
有
煎
㸃
徑
須
煩
緑
珠
之
句
。
復
次
韻
戯
答
」

詩
に
、「
欲
買
娉
婷
供
煮
茗
、
我
無
一
斛
明
月
珠
」（
娉
婷
を
買
ひ
て
茗
を
煮
る
を
供
せ
ん
と

欲
す
れ
ど
も
、
我
に
一
斛
の
明
月
珠
無
し
）
と
あ
る
。
ま
た
韓
子
蒼
「
謝
人
恵
茶
」（
『
続
錦

繍
段
鈔
』
所
収
）
詩
に
、「
白
髪
前
朝
舊
史
官
、
風
爐
煮
茗
暮
江
寒
」（
白
髪

前
朝

舊
史
官
、

風
爐

茗
を
煮
て
暮
江
寒
し
）
と
あ
る
。

【
好
提
持
】
さ
げ
も
つ
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
。
「
提
持
」
は
、
さ
げ
も
つ
。
了
菴
清
欲
「
析

天
童
平
石
二
偈
送
言
侍
者
再
參
」
（
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
送
行
部
所
収
）
に
、
「
天
寒

歳
晩
重
逢
月
、
正
好
提
持
折
脚
鐺
」
（
天
寒
く
歳
晩
重
ね
て
月
に
逢
ひ
、
折
脚
鐺
を
提
持
す

る
こ
と
正
に
好
し
）
と
あ
る
。

【
雖
然
】
そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
。

【
火
底
】
直
接
火
に
当
た
る
瓶
の
底
の
部
分
を
い
う
。
現
在
で
も
、
茶
道
具
の
一
つ
で
あ
る

茶
湯
釜
の
底
の
こ
と
を
「
火
底
」
と
い
い
、「
火
受
け
」
と
も
い
う
。

【
甘
煩
惱
】
心
を
迷
わ
す
欲
望
に
あ
き
ら
め
る
。
「
甘
」
は
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
心
静

か
に
堪
え
忍
ぶ
、
満
足
す
る
。
「
煩
悩
」
は
、
心
身
を
悩
ま
し
苦
し
め
、
煩
わ
せ
、
汚
す
精

神
作
用
。
心
身
を
迷
わ
す
欲
望
、
心
の
迷
い
。『
碧
巖
録
』
八
〇
則
の
本
則
評
唱
に
、「
第
七

識
末
那
識
、
能
去
執
持
世
間
一
切
影
事
、
令
人
煩
惱
、
不
得
自
由
自
在
。
皆
是
第
七
識
」（
第

七
識
の
末
那
識
、
能
く
去
り
て
世
間
一
切
の
影
事
を
執
持
し
て
、
人
を
し
て
煩
惱
し
て
、
自

由
自
在
を
得
ざ
ら
し
む
。
皆
な
是
れ
第
七
識
な
り
）
と
あ
り
、
『
万
安
抄
』
に
「
七
識
ハ
業

転
現
ノ
三
細
ニ
ハ
転
ノ
位
也
。
然
レ
ハ
妄
ノ
体
顕
、
故
ニ
我
知
我
見
我
愛
我
慢
ノ
四
煩
悩
カ

於
レ

此

生
シ
テ
障
碍
ス
ル
也
。
故
ニ
不
レ

得
レ

自
由
也
」
と
あ
る
。
ま
た
『
臨
済
録
』「
示
衆
」

テ

ニ

に
、「
煩
惱
由
心
故
有
、
無
心
煩
惱
何
拘
」（
煩
惱
は
心
に
由
る
が
故
に
有
な
り
、
無
心
な
ら

ば
煩
惱
何
ぞ
拘
は
ら
ん
）
と
あ
る
。

【
也
勝
危
身
在
井
湄
】
ま
た
そ
の
身
を
危
険
に
さ
ら
し
て
井
戸
の
そ
ば
に
置
い
て
お
く
よ
り

勝
っ
て
い
る
。「
也
」
は
、
ま
た
。「
勝
～
」
は
、
～
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
、
す
ぐ
れ
て
い
る
。

断
江
覚
恩
「
澱
山
方
丈
寒
夜
與
印
廷
用
然
竹
枝
」（
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
燈
燭
柴
炭
部

所
収
）
に
、
「
誰
知
竹
尊
者
、
也
勝
木
如
來
」
（
誰
か
知
る

竹
尊
者
、
也
た
木
如
来
よ
り
勝

れ
り
）
と
あ
る
。
「
危
身
」
は
、
身
を
危
う
く
す
る
。
身
を
危
う
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
、
禍

患
を
避
け
な
い
。
「
在
井
湄
」
は
、
井
戸
の
そ
ば
に
あ
る
。
揚
雄
「
酒
箴
」
（
『
漢
書
』
巻
九
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十
二
「
游
俠
傳
第
六
十
二
」
所
収
）
に
、
「
黄
門
郎
揚
雄
作
酒
箴
、
以
諷
諫
成
帝
。
其
文
為

酒
客
難
法
度
士
、
譬
之
於
物
。
曰
、
子
猶
瓶
矣
。
觀
瓶
之
居
、
居
井
之
眉
、
處
高
臨
深
、
動

常
近
危
」
（
黄
門
郎
揚
雄
酒
箴
を
作
し
、
以
て
成
帝
を
諷
諫
す
。
其
の
文
は
酒
客
の
法
度
の

士
を
難
ぜ
ん
が
為
に
、
之
を
物
に
譬
ふ
。
曰
く
、
子
は
猶
ほ
瓶
の
ご
と
し
。
瓶
の
居
を
観
る

に
、
井
の
眉
り
に
居
り
、
高
き
に
處
り
深
き
を
臨
み
、
動
も
す
れ
ば
常
に
危
ふ
き
に
近
づ
く
）

と
あ
り
、
酒
を
飲
ま
な
い
法
度
の
士
を
非
難
し
て
、
井
戸
の
そ
ば
に
あ
る
瓶
の
よ
う
に
少
し

で
も
動
け
ば
危
険
で
あ
る
こ
と
に
譬
え
て
い
る
。
蘇
軾
「
偶
與
客
飲
、
孔
常
父
見
訪
、
方
設

席
延
請
、
忽
上
馬
馳
去
、
已
而
有
詩
。
戲
用
其
韻
答
之
」
詩
に
、
「
揚
雄
他
文
皆
不
奇
、
獨

稱
觀
瓶
居
井
湄
」
（
揚
雄
が
他
文
は
皆
奇
な
ら
ず
、
独
り
瓶
の
井
の
湄
り
に
居
す
る
を
観
る

を
称
す
）
と
あ
り
、
一
韓
の
抄
（
『
四
河
入
海
』
所
収
）
に
、「
坡
此
二
句
ノ
言
ハ
、
揚
雄
不

飲
者
ノ
法
度
士
ヲ
難
シ
テ
、
是
ヲ
瓶
ノ
井
ノ
湄
ニ
居
シ
テ
、
処
高
臨
深
、
動
常
近
危
ニ
譬
テ

云
ソ
。
酒
ヲ
飲
テ
、
活
計
ニ
法
度
ニ
不
拘
シ
テ
ヲ
ル
コ
ソ
ヨ
ケ
レ
」
と
あ
る
。

余
滴

栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
は
、
二
度
の
渡
宋
を
経
験
し
、
日
本
に
禅
宗
を
伝

え
た
が
、
二
度
目
の
渡
宋
で
は
、
茶
の
種
を
持
ち
帰
り
、
茶
の
文
化
を
禅
林
に
広
め
る
契
機

を
な
し
た
。
当
初
の
茶
の
効
能
は
、
眠
気
を
覚
ま
し
、
気
の
ふ
さ
ぎ
を
晴
ら
す
な
ど
、
学
ぶ

こ
と
に
専
心
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
広
く
浸
透
す
る
に
い
た
り
、
茶
を
喫
し
な
が

ら
談
義
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
義
堂
自
身
も
茶
を
嗜
み
、
多
く
の

茶
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
禅
僧
の
茶
詩
の
表
現
に
お
け
る
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
中

世
禅
林
文
学
に
お
け
る
茶
に
関
わ
る
典
故
表
現
に
つ
い
て
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
十

八
号
・
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

禅
林
に
お
い
て
広
範
に
喫
茶
が
普
及
し
た
た
め
に
、
茶
を
煮
る
た
め
の
湯
瓶
が
重
宝
さ
れ

た
。
偈
頌
の
総
集
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
に
も
、
希
叟
紹
曇
と
斷
崖
了
義
が
「
湯
瓶
」

（
器
用
樂
器
部
所
収
）
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
本
詩
は
、
揚
雄
の
「
酒
箴
」
を
典
故
に
用
い
な

が
ら
、
湯
瓶
を
主
語
と
し
て
詠
ん
で
お
り
、
擬
人
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
煮
茗
の
た
め
の

湯
瓶
に
な
り
き
っ
た
義
堂
の
ユ
ー
モ
ア
が
看
取
さ
れ
る
。


